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松
戸
花
火
大
会
イ
ン
'
９
８

み
ん
な
で
あ
げ
る

8／1(土)
午後７時30分～

９時
８
月
１
日
土
に
夏
の
風
物
詩
、
花
火
大
会
を
開
催
し
ま
す
（
雨

天
・
荒
天
の
場
合
は
、
８
月
８
日
土
に
順
延
）
。

当
日
は
、
皆
さ
ん
か
ら
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
打
上
花
火
や
ス

タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
、
夜
空
を
彩
る
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
す
。

松
戸
花
火
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
）

℡
3
6
6
・
7
3
2
7
番

夢
花
火

●
か
な
り
の
人
出
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
け
が
や
迷
子
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
（
小
さ
な
お
子
さ
ん
に
は
名
札
を
付
け
る
な
ど
の
工
夫
を
し
、

迷
子
に
な
ら
な
い
よ
う
十
分
ご
ざ
意
く
だ
さ
い
）
。

●
ゴ
ミ
は
各
自
で
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

●当日は、会場周辺の交通規制が行われます。

●駐車場はありませんので､ 車での来場はご遠慮ください。

世界ふれあいコンサートⅡ

悠久の調べ～中国伝統音楽
み　い　あ
Ml E A （財松戸市国際交流協会）では、

市内 在 住の ー 流の 音 楽家 と 市民 と の交 流を

目 的とし たコン サートを開 催し ま す。

日時…9月5日土午後2時～3時30分

会 場…市民 劇場

内 容…二胡（にこ）・揚琴 （よう きん）・中国

琵 琶による 演奏会

定 員…150 人 （申し 込み多 数の場合は 抽選）

費 用…無 料

8月18日（火）〔必着〕までに、往復ハガキに

住所 ・氏名 ・電話 番号 ・鑑賞人 数 （１枚で2

人 まで） を 記入し て 、〒271-8588 松戸 市

根本387 の5松戸 市役 所内（財松戸 市国 際交 流

協会（℡366-7310 番 ）へ

〈出演 者〉

張　勇 （ちょうゆう）： 二胡

コン サート活動のほ か 、映画 ・テレ ビ・CD

など 幅広いジャンル で活躍中。中国 音楽家 協会

会員

郭　敏 （かく びん）＝揚 琴

広東 民族楽団ソリ ストとし て活躍 。中国音楽

家協 会会員

蒋　?（しょうてい）＝中国琵琶

中 国・中央音楽学院卒業 後 、中国電影（映画）

楽 団 で活動 。 97年 に来 日し 、コン サ ート活 動

中

小金小 学校児童の皆さん

出演 が決 まって 、－ 生懸 命練習し てい ます。

「まつり 花」「赤とんぼ」を精いっぱい歌います。
二胡を演奏する張　勇さ ん

人 口 と 世 帯　7 月1日現在

人口

男

女

世帯

462,145人［+222]

234,160人［+　681

227,985人　［＋　154]

177,312 世帯［+ 211 ］

[
]
は
前
月
比

主な内容

川に親しむ親子の集い　　　 ②

介護保険制度の仕組み　　　 ③

松戸市国際交流協会の紹介　④

流水保全水路が完成　　　　 ⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥ ⑦
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川

に
親
し
む
親
子
の
集
い

市
や
県
な

ど
が
行
っ
て
い

る
総
合

治
水

事
業
に
つ
い

て
、
川

や
水
に

ふ

れ
あ
い
な
が

ら
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
「
川

に
親
し

む
親
子

の

集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

ご
家
族
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

昨年のザリガニ釣りから

日時…8月22 日土午前9時～正午〔雨天の場合は23 日日

に順延〕

会場…坂川親水広場（案内図参照）

費用…無料

問河川課℡366-7359番

開　催　内　容

催し物 内　　容 参加方法 対　象

親子魚釣り
川で魚釣をします｡釣り用具、

エサは各自持参

申し込み制

先着100 組

小学生以下は

保護者同伴

ポンポン船
ポンポン船で遊びます。遊ん

だ船は差し上げます

申し込み制

先着100 組

小学生以下は

保護者同伴

遊びのコーナースーパーボールすくい・ベーゴマ

などで遊びます
自由参加 小学生以下

ドジョウつか

み
ドジョウのつかみどり 自由参加 小学生以下

親子ザリガニ

釣り

親子で仕掛けを作り、ザリガ

ニを釣ります
自由参加 小学生以下

川クイズ
川にちなんだクイズに答える

と賞品がもらえます
自由参加

治水パネル等

展示

総合治水を分かりやすくした

パネルや浸透装置の展示

※申し込み制（先着順）の催し物は、ハガキに住所・保護者および子ども

の氏名・年齢・電話番号を記入して、〒271-8588 松戸市根本387 の5

松戸市役所河川課内「川に親しむ親子の集い」係へ

松
戸
駅
西
口
か
ら
京
成
バ
ス
「
矢
切
高
校
行
き
」

で
終
点
下
車
、
徒
歩
五
分
、
ま
た
は
「
国
府
台
経

由
市
川
駅
行
き
」
で
上
矢
切
下
車
、
徒
歩
十
分

夏休み子ども教室
日時…8月5日水午前10時～午後3時〔雨天決行〕

会場…建設省 関東 技術 事務所 （案内図 参照）

費用…無料

問建設省関東技術事務所℡389-5121番、川をきれいにする課℡366― 1152番

身
の
ま
わ
り
の
環
境
を
考
え
る

コーナー 内　　　　　容

生活排水を調

べてみよう
家庭から出る排水の水質を調べてみよう

台風時の雨を

体験しよう

屋外に降雨体験車（自動的に雨を降らせ、雨の強さを体

験できる車）を展示し 、実演します

浄化のしく み

を知ろう
ペットボトルを使って簡単な浄化のしくみを紹介します

水環境ゲーム
コーナー

「多摩川探偵団」のＣＤロムによるゲームで、水環境に親

しむことができます

ミクロのせ界を

のぞいてみよう

川や池などにいる小さな生き物を顕微鏡でのぞくことが

できます

音の性質を知

ろう

吸音材を入れた箱の中の音はどんなふうに聞こえるのか、

またさまざまな音を－緒に鳴らしたとき、音はどのよう

に聞こえるのだろうか、確かめてみよう

地球の環境を

考えよう

地球全体が暖まり、南極や北極の氷が溶けたらどうなる

か、その違いや影響を模型で紹介します

ドジョウのつ
かみ取り

貯水池に放したドジョウのつかみ取りができます。捕ま

えたものは、持ち帰れます

下水道のしく

みを知ろう

下水道のしくみと役割を、パネルとビデオでやさしく説

明します

その他

「廃油石けん作りコーナー」や「水じゅんかんコーナー」

「大声コンテスト」「スケッチコーナー」など、楽しい

コーナーがあります

夏休み「自由

研究」相談

7月27日月～8月14日金の間、関東技術事務所内に常設

しています（土・日曜日を除く）

※
駐
車
場

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

電
車
・
バ
ス

を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｊ
Ｒ
新
八
柱
駅
ま
た
は
新
京
成
八
柱

駅

・
常

盤
平
駅
南
口
か

ら
新
京
成

バ
ス
「
牧
の
原
団
地
行
き
」
で
建
設

省
官
舎
前
下
車

、
徒
歩
－
分

全部で830 埋蔵施設

八柱霊園の

使用者を

募集します

東
京
都
八
柱
霊
園
の
使
用
者
を
募

集
し

ま
す

。

申
込
資

格
よ

①
現
に
埋

蔵

す

べ
き

遺
骨
が
あ
る
こ
と
②
申
込
者
が
そ
の

遺
骨

の
祭
祀

の
主
宰

者
で

あ
る
こ

と

③
申
込
者
が
市
内
に
三
年
以
上
継
続

し

て
居

住
し

て

い
る
、
以
上

の
条

件

す

べ
て
を

満
た

し
て

い
る
人

申

込
用

紙
の
配

布
・：
８

月

６
日

木

ま
で
市
役
所
市
民
課
・
緑
地
管
理
課
・

各

支
所

、
八

柱

霊

園
管

理

事

務
所

、

都
庁
第
一
・
二
本
庁
舎
一
・
二
階
案

内

コ

ー
ナ

ー
で

「
申

込
書

」
と

「
申

込

み

の
し
お
り

」
を

配
布

公
開
抽
選
日
…
９
月
1
7
日
木
都
庁

第

二
本

庁
舎

一
階

ホ

ー
ル
で
実

施

所
定

の
申
込
用

紙

を
８
月

６
日
木

ま

で

の
消
印

で
、
新

宿

郵
便
局

に
1
0

日

月
正

午
必

着

※
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
℡
0
3
・
５
３
２

０

・
7
7
5
1

番

問
都
建
設
局
霊
園
課
℡
0
3
・
５
３
２

０

・
5
3
9
1

番
～

３
番

埋蔵施設の使用料および募集数

施設の型式 使用料 募集数

一般埋蔵施設
412,000円～

618,000 円
90

壁型埋蔵施設 652,000 円 740

※別に年間管理料1,170 円～3,420 円

が毎年必要になります。

あ
な
た
の
健
康

247

核
医
学
検
査

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
は
放
射
能
を
出

し
な
が
ら
別
の
元
素
に
変
わ
る
性

質
が
あ
り
、
こ
の
ア
イ
ソ
ト
ー
プ

の
出
す
わ
ず
か
の
放
射
能
を
利
用

し
て
病
気
の
診
断
を
す
る
の
が
医

学
検
査
で
す
。

核
医
学
検
査
は
、
病
院
に
よ
っ

て
は
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
検
査
と
も
言

っ
て
い
ま
す
が
同
じ
も
の
で
す
。

患
者
さ
ん
が
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
を

注
射
し
た
り
飲
ん
だ
り
し
た
後
、

そ
の
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
の
体
内
で
の

分
布
を
ガ
ン
マ
ー
カ
メ
ラ
で
撮
影

し
、
そ
の
画
像
を
見
て
診
断
し
ま

す
。腫

瘍
の
進
み
具
合
や
、
骨
の
転

移
状
態
を
調
べ
る
に
は
有
効
な
手

段
で
す
。

テ
ク
ネ
シ
ウ
ム
・
9
9
mと
い
う

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
核
は
六
時
問
の
半
減
期
の
ア
イ

ソ
ト
ー
プ
な
の
で
六
時
間
後
に
は

放
射
能
が
半
分
に
減
り
、
十
二
時

間
後
に
は
さ
ら
に
そ
の
半
分
に
、

す
な
わ
ち
四
分
の
一
に
減
る
と
い

う
具
合
に
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
き

ま
す
し
、
ご
く
微
量
を
使
用
し
ま

す
の
で
危
険
は
な
い
の
で
す
。

そ

の

方

法

と

特
徴

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
が
ん
の
骨
転
移

の
診
断
に
は
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
を
使

弓
核
医
学
検
査
を
ま
ず
行
い
ま
す
。

こ
の
方
法
は
、
最
も
早
期
に
骨

転
移
が
発
見
で
き
ま
す
し
、
一
度

に
全
身
を
撮
れ
る
の
で
診
断
と
し

て
は
優
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

が

ん

以

外

の

病

気

で

も

使
用

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
を
使
う
検
査
は

が
ん
だ
け
で
は
な
く
、
ほ
か
の
病

気
に
も
用
い
ら
れ
ま
す
。
心
臓

・

脳
・
甲
状
腺
・
腎
臓
な
ど
の
病
気

の
診
断
や
、
と
き
に
は
治
療
に
も

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
核
の
種
類

と
し
て
は
、
テ
ク
ネ
シ
ウ
ム
以
外

に
も
ヨ
ウ
素
・
ダ
リ

ウ
ム

ー
ガ
リ

ウ
ム
と

い
っ
た
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

核
医
学
検
査
は
ア
イ
ソ
ト
ー
プ

の
出
す
ご
く
わ
ず
か
の
放
射
能
を

利
用
し
て
い
る
の
で
、
患
者
さ
ん

へ
の
放
射
能
被
爆
は
ほ
ど
ん
ど
な

く
、
し
か
も
副
作
用
も
な

い
と
い

う
の
が
利
点
で
す
の
で
心
配
は
あ

り
ま
せ
ん
。

（
松
戸
市
医
師
会
）

例
え
ば
、
が
ん
の
骨
転
移
を
調

べ
る
に
は
テ
ク
ネ
シ
ウ
ム

・
9
9
m

を
注
射
し
て
三
時
間
後
に
二
〇
分

ぐ
ら
い
か
け
て

ガ
ン
マ
ー
カ
メ
ラ

で
全
身
を
撮
影
し
ま
す
が
、
注
射

し
た
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
が
骨
の
転
移

の
部
分
に
集
ま
る
性
質
を
利
用
し

て
診
断
す
る
わ
け
で
す
。

骨
の
病
気
と
い
う
と
Ｘ
線
撮
影

案
内
図
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介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み

第
三
回
　
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

平

成
1
9‘年
４
月

１
日

か
ら

導
入

さ

れ
る
介
護
保
険
制
度
の
準
備
作
業
を

進

め
て

い
く
中

で
、
大

き

な
事
業

と

し
て

介
護

保
険
事

業

計
画

の
策
定

が

介護保険事業計画書

(盛り込む主な項目)川井敏久

市長室　発
No.46

流水保全水路の完成

あ
り
ま
す

。

介
護
保

険
事

業
計

画

は
、
介

護
保

険
法
に
よ
り
各
市
町
村
に
お
い
て
策

定
す

る
こ
と

が
規
定

さ
れ
て

い
ま

す
。

○要介護者等の現状に関すること

○各年度における要介護者等の状況

に関すること

○各年度ごとの介護給付等対象サー

ビスの見込み量とその確保のため

の方策に関すること

○事業者相互間の連携・介護給付等

対象サービスの円滑な提供を図る

ための事業に関すること

○事業費の見込みに関すること

先
日
私
は
、
江
戸
川
流
水
保
全

水
路
の
通
水
式
に
行

つ
て
き
ま
し

た
。流

水
保
全
水
路
は
、
建
設
省
が

十
一
年

の
歳
月

と
多
額
の
費
用
を

「ヴェネツィア号」 の乗船体験はとても好 評でした

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
を
円
滑
に

実
施
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
を
計
画

的
に
進
め
る
仕
組
み
を
規
定
す
る
も

の
で
、
五
年
を
一
期
と
し
て
三
年
ご

と
に
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

松
戸
市
で
は
、
介
護
保
険
事
業
計

画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
専
門
分

野
の
学
識
経
験
者
、
保
健
・
医
療
福

祉
団
体
の
代
表
者
、
公
募
に
よ
る
市

民
代
表
の
方
等
に
よ
る
策
定

委
員
会

を
設
置
し
ま
す
。

六
十
五
歳
以
上

の
高
齢
者
を
対
象

に
７
月
実
施
し
た
実
態
調
査
の
結
果

や
今
後
開
催
予
定
の
地
区
別
の
市
民

懇
談
会
で
の
市
民

の
意
見
や
要
望
を

最
大
限
尊
重
し
た
計
画
策
定
を
基
本

に
、
８
月
か
ら
策
定
作
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

か
け
て
江
戸
川
河
川
敷
に
建
設
を

進
め
て

い
た
も
の
で
す
。
市
内
の

河
川
水
を
古
ケ
崎
浄
化
施
設
で
浄

化
し
、
古
ケ
崎
・
金
町
・
栗
山
の

取
水
場
を
迂
回
し
て
江
戸
川
下

流

へ
流
れ
込
む
全
長
六
キ
ロ
の
人
工
河

川
で
す
。

安
全
な
水
を
確
保
す
る
役
割
を

持
っ
た
流
水
保
全
水
路
は
、
現
在

建
設
中

の
大
阪
の
淀
川
・
北
海
道

の
石
狩
川
に
先
駆
け
た
全
国
初
の

も
の
で
、
そ
の
水
辺
は
市
民

が
水

に
親
し
め
る
空
間
と
な
っ
て

い
ま

す
。こ

れ
ま
で
水
道
水
の
ま
ず
さ
や

異
臭
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た

が
、
流
水
保
全
水
路
の

完
成
に
よ
り
安
全
で
お
い
し

い
水

が
飲

め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
あ

ら
た
め
て
本
事
業
の
関
係
者
の
皆

松

戸

市

投

票

率

男

五

〇

・

六

〇

％

７

月
1
2日

、
参
議
院
議

員
通
常

選
挙
の

投
票
が
市
内
九
十
八
ヵ

所

の
投
票
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

千
葉
県
選
挙
区
選
出

議
員
に
は
、

広
中
和

歌
子
氏
、
井
上

裕
氏
が
選

ば
れ
ま
し
た

。

な
お
、
松
戸
市
の

選
挙

結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

運動公園体育館での開票風景

さ

ん
に

感
謝

い
た
し

ま

す

。

今

後

も
建

設

省

が
進

め

る

「
五

感
で

感

じ

る
み

ん

な
の

川
」

づ
く

り

に
協
力

す

る

と

と
も

に

、
市

民

の
皆

さ

ん

の

ご
協
力

を

得

な

が
ら

市

内

に

き

れ

い
な
水

の

流

れ

る
河

川

を

復

活

さ

せ

、
「

緑

花

清

流

の

ま

ち

づ
く
り

」

を

さ
ら

に

推
進

し

て

い
き

た

い
と

考
え

て

い
ま
す

。

通

水

式
で

は

多

く
の

催
し

が
行

わ

れ
、

家
族

連

れ

な
ど

大

勢

の
人

で

に

ぎ
わ

い
ま

し

た
。

中

で
も

遊

覧
船

の
「

ヴ
ェ

ネ

ツ
ィ

ア
号

」

に

よ

る
水

上

バ
ス
乗

船
体

験

は
大

変

な
人

気

で

、
子

ど

も
た

ち

か
ら

歓

声

が
上

が
っ
て

い
ま
し

た

。
私

も

乗

船

し

ま
し

た

が

、
船

上

か
ら

見

る
市
内

の
風
景

は
新

鮮
で

し
た
し

、

デ
ッ
キ

に
そ

よ
ぐ

川

面

の
風

は

と

て

も

さ

わ

や
か

で
し

た

。

五

〇

・

九

八

％

女

五

一

・

三

七

％

当
日
有
権
者
数

計
三
六
三
、
九
五
四
人

男
　
一
八
四
、
四
二
〇
人

女
　
一
七
九
、
五
三
四
人

千

葉

県

選

出

議

員

選
挙

結

果

投

票

者

数

計
一
八
五
、
五
三
九
人

男
九
三
、
三
一
一
人

女

九
二
、
二
二
八
人

候
補

者

別

得

票

数

（
得
票
順
）

広
中
和
歌
子
氏
　
五
八
、
二

万
八
票

井
上
　
裕
氏
　
　
四
七
、
二
六
五
票

中
嶋
　
誠
氏
　
　
四
二
、
一
五
三
票

町
山
　
恵
子
氏
　
　

九
、
三
七
四
票

木
田
　
悦
子
氏
　
　

七
、
七
八
九
票

村
田
　
恒
有
氏
　
　

六
、
九
九
四
票

吉
木
　
邦
秀
氏
　
　

四
、
〇
三
〇
票

建
設

省

で

は

、
大

地
震

な

ど

の

災

害

時
に

救
援

物

資

な

ど

の
緊
急

輸

送

に
活

用

す

る
船

着

き
場

を

、

市

内

の
江

戸
川

に
建

設
す

る
こ
と

を

決

め
て

い
ま
す

。

私

は
船

着

き
場

の

建
設

を

契

機

に

、
江

戸

川

の
水

上

バ

ス
運

航

の

早

期

実
現

を

め

ざ
し

、
江

戸

川
松

戸

フ

ラ

ワ

ー
ラ
イ

ン

の
整

備

と

併

せ

た

「
ふ

る

さ
と

創

生
」

を

進

め

て

い
き
た

い
と
思

っ
て

い
ま

す

。

船

着

き
場

が
着

工

さ

れ

れ

ば
、

水

上

バ
ス
構

想

実
現

は

一

歩
近

づ

い

た

と
言

え

ま

す

。

さ

て
、

子

ど

も
た

ち

の
楽

し

い

夏

休

み

が
始

ま
り

ま

し
た

。

市
内

の
各

地
域

で

は

、

い
ろ

い

ろ
な

祭

り

や
盆

踊

り

大
会

な

ど

が
計

画

さ

れ
て

い

る
と

思

い
ま

す

。
体

に

気

を

付

け

、
さ

ま

ざ
ま

な
行

事

を
通

比

例

代

表

選

出

議

員

選

挙

結

果

投

票

者

数

計

一
八
五

、
五

二
七

人

男
　
九
三
、
三
一
〇
人

女
　

九
二

、
二
二

七

人

党

派

別

得

票

数

（
名

簿

届

出

順

）

公
明
　
　
　
　
　
二
四
、
二
〇
八
票

第
二

院

ク
ラ

ブ
　
　

ニ

、

八
九

一
票

青
年
自
由
党
　
　
　
　
　
九
一
九
票

日
本

共
産

党
　
　

一
三

、

九
四

六
票

社
会
民
主
党
　
　
一
一
、
八
三
二
票

新
党
さ
き
が
け
　
　
二
、
六
九
〇
票

民
主
党
　
　
　
　
四
一
、
一
一
七
票

自
由

民
主

党
　
　

三

六
、
四

二
四

票

女

性
党
　
　
　
　
　

三

、

六
七
二
票

自
由
連
合
　
　
　
　
二
、
一
四
六
票

維

新
政
党

・
新
風
　
　
　

一
六

六
票

自
由

党
　
　
　
　

一

七
、

八
五
七
票

新

社
会
党
　
　
　
　

四

、
二

四
七
票

ス

ポ

ー
ツ
平
和

党
　

一
、
五

五
二
票

問

市

選

挙

管

理

委

員

会

事

務

局

℡

3
6
6
・
７
３
８
６
番

じ
て
こ
の
夏
を
楽
し
ん
で

い
た
だ

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

水
上
バ
ス
に

子
ら
の
歓
声

夏
の
雲

市

民

の
皆

さ

ん
の
声

を

直
接

お
聞

き

す
る

た
め

、
市

長

室
直

通

の
フ

ァ
ッ

ク
ス

を
設

置

し
て

い
ま

す

。
市

政
に

関
し

て

感
じ

て

い
る
こ

と

や
建

設
的

な

ご
意

見

を

お

寄
せ

く
だ

さ

い

（
六
月

末

現
在

四
百

八
十
二

件
受

信
）
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
3
6
6
・
2
3
0
1
番

このまちに人権文化を築くために

近
年

、
社

会
全
体

の
急

激
な

変

化

に
伴

っ
て

、
子

ど
も
た

ち

の
環

境
も
人

き
く

変
わ

っ
て

き
て

い
ま

す
。
子

ど
も

た
ち

が
、
子

ど
も

ら

し

い
生

活

が
で

き
な

い
状
況

や
、

悲

惨

な
事
件

に
巻

き
込
ま

れ

る
こ

と

な

ど
を
度

々
日

に
し

ま

す
。

そ
こ

で
、

今
回

か
ら
二

回

に
わ

た

っ
て
子
ど

も
た
ち

の
問

題

に
つ

い
て
考
え

た

い
と

思

い
ま

す

。
初

回
は

、
子
ど

も
た

ち
の
人

権
を

守

る
た

め
に

つ
く
ら

れ
た

「
子
ど

も

の
権
利

条
約

（
児

童

の
権

利

に
関

す

る
条

約

）
」

に

つ

い
て

ご
紹

介

し
ま

す
。

第

一
次
世

界
大

戦
後

の

。
九

二

四
年

、
現
在

の
国

際
連

合
の
前

身

で
あ

る
国
際

連
盟

は

「
児

童

の
権

利

に
関

す

る

ジ

ュ
ネ

ー

ブ
宣
言

」

を
採

択
し
ま

し
た

。
こ

れ

が
「
子

ど
も

の
権
利

」

が
公

に

な

っ
た
始

ま
り

で
す
。
そ

し
て

一
九
五

九
年

、

国

連

総
会

に
お

い
て

「
子

ど

も

の

権
利

宣
言
」

が
採

択
さ

れ
、

一
九

七
九
年

の

「
国
際

子
ど

も
年
」

を

控
え

て
同
宣

言
の
条
約

化
の
気

運

が
高

ま
り

、
条
約

の
草

案

づ
く

り

が
始

ま
り
ま

し
た

。

条

約
の
草

案

で
は
、
子

ど

も

の

権
利

に

つ
い
て
国

が
責

任
を

持

つ

こ
と

を
は

っ
き
り

さ
せ

、
世
界

の

国
同

士

が
助

け
合

う
こ

と
も

は

っ

き
り

さ
せ

ま
し
た

。
従

来
の

「
子

ど

も

は

大

人

に

保

護

さ

れ

る

も

の
」
と
い
う
考
え
方
か
ら
「
子
ど

も
自

身

が
、
独

立
し
た

人
格

を
持

つ
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
存
在
」

と
い
う
老
え
方
に
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
。
一
九
八
九
年
、
国
連
総

(国述の人権のロゴマーク)

Ｎ０.８

子どもの問題①( 子どもの権利条約)

問い合わせ

市民相談室人権担当℡ 366―7319番

教育 委員会企画調整室人権担当

℡366-7455 番

会

は
全
会

一
致
で

「
子

ど
も

の
権

利

条
約
」

を

採
択

。
現

在

、
百

八

十
五
力
国
の
国
連
加
盟
国
の
う

ち

、
百

八
十

三
力
国

が
加
入

し
て

い
ま
す

。
日

本

は
、
一

九

九
四
年

に

、
百
五

十

八
番
日

に
批
准

し
ま

し

た
。

「
権

利
」

と
言

う
と

、
難

し
く

感

じ

る
か
も

し

れ
ま
せ

ん

が
、
私

た

ち

が
人
間

ら
し

く
幸

せ

に
生

き

て

い
く

た

め
に

、
当
た

り
前

の
こ

と

が
当

た
り

前

に
で

き
る
と

い
う

こ

と
で

す

。
こ

の
「
子

ど

も

の
権

利

条
約

」

は
、
す

べ
て

の
子

ど

も

た

ち

が
幸
せ

に

な
る
こ

と

を
願

っ

て

、
世

界

の
国

々

が
話

し

合

っ
て

決

め
た

も

の
で

す
。

こ
の
条
約
の
中
で
は
、
「
子
ど

も

の
最

善

の

利

益

の
保

障

」
「
生

命
、
生
存
・
発
達
の
権
利
」
「
意
見

見
を
表
明
す
る
権
利
」
「
虐
待
・

放

任

・
搾
取

か

ら

の
保

護
」
「

健

康

・
医

療

の

権
利

」
「
教

育

を
受

け

る
権

利
」

な

ど

が
う

た

わ

れ
て

い
ま
す

。

こ

の
よ
う

な
新
し

い
条
約

が
っ

く

ら
れ

た
理
由

に

は
、
こ

れ
ま
で

子
ど
も
の
権
利
が
あ
ま
り
大
切
に

さ
れ
て
こ

な

か

っ
た

こ
と

が
あ
り

ま

す
。

条
約

の
中
に

は

、
私
た
ち

に
関
係

な

い
と

思
え

る

も
の

が
あ

る

か
も

し

れ

ま
せ

ん

。
し

か
し

、

世

界

の
ど
こ

か
で

、

い
い
え

あ

な

た
の
周

り
に

も
、
そ

の
権

利
を
必

要

と
し

て

い
る
子

ど
も
た

ち

が
い

ま

す
。

ど
う
す

れ
ば
子

ど
も
た

ち

が
幸

せ

に
な

れ

る
か
、
私

た
ち

は
考
え

て

い
か

な
け

れ

ば
な
り
ま
せ

ん
。

問
介
護
保
険
準
備
室
℡
3
6
6
・
7
3
7
0
番

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
結
果
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身近な国際交流で

世界の人と友だちになろう！
財松戸市国際交流協会を英語に訳すと、Matsudo International Exchange

Association 。その頭文字を愛称にしてM  I E  A( みいあ)と呼んでいます。

ＭＩＥＡは、外国人との身近な国際交流の場の提供をはじめ、国際交流事業や

外国人市民の手助けなどを行っている財団法人です。

現在、賛助会員として日本人586  (うち団体等が132) 、外国人35 力国311 世帯

の計897 が加入しています。

ＭＩＥＡでは、外国人、日本人を問わずさまざまな交流事業を通して、理解し

合うことを大切にしています。小さな交流の積み重ねが、世界の平和へつながっ

ていくと考えるからです。

M  I E  Aの事業についてお知らせします。

問財松戸市国際交流協会( 市役所新館5階)℡366-7310 番

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
よ
う

基
本
的
に
Ｍ
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
会
員
す
べ

て
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

そ
の
中
で
も
特
に
登
録
制
を
と
っ

て
い
る
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

ホ

ー

ム

ス

テ
イ
　

ホ

ー
ム
ス

テ
イ

登
録

を
し
て

い
る

家

庭

は
百

十

八
世

帯
あ
り

ま
す

。
は

っ
き
り

し
た
目

的

で
来
日

し
た

外
国

人

の
ホ

ー
ム
ス

テ
イ
を

お
願

い
し
て

い
ま

す
。

ほ
か
に

ホ

ー
ム
ビ

ジ
ッ
ト

制
度
(
日
帰
り
交
流
）
も
あ
り
ま
す
。

通

訳

・
翻

訳
　

四

十
人

（
七

カ
国
語

）
の

ボ
ラ

ン

テ
ィ

ア
に
各
種

交

流
事

業
で

の
通
訳

・
翻

訳
の
協
力

を
し
て

い
た

だ

い
て

い
ま

す
。

日

本

語

講

師
　

外

国
に

来
て
何

よ
り
不

安

な

の
は

言
葉

。
Ｍ

Ｉ
Ｅ
Ａ

で

は

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
講

師
百

七
十
六

人

の
協
力

で
、

初

級
日
本
語

教
室
を
開
講
し
て

い
ま
す

。

日

本
語

で

お
困
り

の
外

国
人

を
見

か

け
た

ら
教
え

て

あ
げ
て

く
だ

さ

い
。500 人が参加して大合唱（国際交流パーティから）

外
国
人
と
の
交
流
を
楽
し
も
う

こ

の
分
野

は
Ｍ

Ｉ
Ｅ
Ａ

の
得

意
と

す
る

と
こ

ろ
で
す

。
Ｍ

Ｉ
Ｅ
Ａ

主
催

事
業

の
ほ

か
、
会

員
で

あ

る
さ
ま
ざ

ま
な

グ
ル

ー

プ
が
、
楽
し

い
「
催
し

物
」

を
常

に
行

っ
て

い
ま
す

。
こ
れ

ら

の
情
報

は
随
時

通
信

紙
等
で

お
知

ら
せ

し
て

い
ま
す

。

今
年

度
行

う
代

表
的

な
事
業

は
次

の
と

お
り
で

す
。

国

際

交

流

パ

ー

テ

ィ

ー
　

1
2月
1
2
日

土

に

森

の

ホ

ー

ル
2
1
で

、

さ

ま

ざ

ま

な

国

か

ら

約

五

百

人

が
参

加

す

る

パ

ー

テ

ィ

ー
を

開

催

し

ま

す

。

飲

ん

で

食

べ

て

、

ゲ

ー

ム

や

歌

で

大

い

に

盛

り

上

が
り

ま

し

ょ

う

。

ス

ポ

ー

ツ

交

流
　

ボ

ウ
リ

ン

グ

や

卓

球

な

ど

家

族

で

楽

し

め

る

球

技

大

会

を

開

催

し
ま

す
。

世

界

ふ

れ

あ

い

コ

ン

サ

ー

ト
　

市

内

に

住

む

プ

ロ

の

外

国

人

音

楽

家

の

す

て

き

な

コ

ン

サ

ー

ト

を

楽

し

み

ま

し

ょ

う

。

９

月

５

日

土

に

は

中

国

伝

統

音

楽

の
コ

ン

サ

ー

ト

を

開
催

し

ま

す
（
一
面

参

照

）
。

国

際

文

化

祭
　

1
0
月
2
4
日
土
、
森
の
ホ
ー
ル
2
1
小

ホ

ー

ル

で

開

催

し

ま

す

。

世

界

に

つ

い

て

考

え

る

き

っ

か

け

づ

く

り

に

と

毎

年

行

わ

れ

て

い

る
企

画

で

す

。

国

際

理

解

を

深

め

る

講

演

会

、

中

国

文

化

芸

術

交

流

団

の

す

ば

ら

し

い

舞

台

、

国

際

交

流

団

体

の

活

動

発

表

な

ど

を

予

定

し

て

い

ま

す

。

世

界

の

料

理

教

室
　

今

年

は

ブ

ラ

ジ

ル

の
家

庭

料

理

をどんな味か楽しみ

初級日本語教室で

五

回

に
わ
た

っ
て

学

び
ま

す

。
自
分

で
作

っ
た
未

知

の
味

は

、
お

い
し

い

こ

と
で

し
ょ
う

。

ワ

ン

ー
デ

イ

ー
ト

リ

ッ

プ
　

1
0
月
1
5
日
木
に
市
内
、
1
1
月
８
日

日
に
市
外
研
修
バ
ス
旅
行
（
日
帰
り
）

を
予

定
し
て

い
ま

す
。

外
国
語
を
勉
強
し
よ
う

今
年
Ｍ
Ｉ
Ｅ
Ａ
主
催
で
行
う
語
学

講
座
は
次
の
二
つ
。
そ
の
ほ
か
に
、

英
語
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

語
・
中
国
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
な
ど
を

勉
強
し
て
い
る
た
く
さ
ん
の
サ
ー
ク

ル
が
団
体
会
員
と
し
て
登
録
し
て
い

ま
す
。

勉
強
に
遅
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
。初

級

ハ
ン

グ

ル

講

座
　

毎
年
言
語
を
変
え
て
入
門
講
座
〔
全

十
五

回
〕

を
開

講
し

て

い
ま

す

。
今

年

は
ハ

ン

グ
ル

講
座

を
1
0月

に
開

催

し

ま
す

。

中
級
英
語
講
座
　

テ
ー
マ
を
決
め
、
会
話
を
中
心
と

し
た
講
座
〔
全
五
回
〕
を
秋
に
開
講

し
ま
す
。
英
会
話
に
さ
ら
に
磨
き
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

世
界
を
も
っ
と
知
ろ
う

異
な
る
文
化
や
価
値
観
を
知
る
こ

と
は
、
自
分
を
知
る
こ
と
に
も
っ
な

が
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
次
の
事
業
を
通
し
て

国
際
理
解
を
深
め
ま
す
。

外
国
人
日
本
語
ス
ピ

ー
チ

コ
ン
テ
ス

ト
　

在
日
五
年
未
満
の
外
国
人
が
、
普

段
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
自
由
な

意
見
を
日
本
語
で
ス
ピ
ー
チ
し
ま
す
。

国

際
理
解
講
座
　

外
国
人
を
講
師
に
招
く
な
ど
、
世

界
を
も
っ
と
知
る
た
め
の
講
座
を
随

時
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
つ
ど
国

際
文
化
大
使
　

国
際
文
化
大
使
と
し
て
、
登
録
さ

れ
て
い
る
外
国
人
が
自
国
の
文
化
や

芸
術
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
国
の
人
が
、
あ
な
た
が
企
画
す

る
催
し
物
や
イ

ベ
ン
ト
に
協
力
し
ま

す
。

Ｍ
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か

Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ａ
で
は
、
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た

だ
け
る
賛
助
昔

貝
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

会
員
に
は

、
イ
ベ
ン
ト

・
講
座
な
ど
の
情

報
を
送
付
し
ま
す

。
ま
た

、
参
加

に
つ
い
て

も
会
員
優
遇
の
特
典

が
あ
り
ま
す

。

日

本
に

い
な
が
ら

、
い
ろ

い
ろ

な
国
の
人

た

ち
と
の

交
流
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う

。

財
松
戸
市
国
際
交
流
協
会
℡
3
6
6
・
７
３
１

０

番

年 会費(4 月～翌年3月)

個人

会員

一　般 3,000円

学　生

外国人
1,000円

家族・団体会員 5,000円

法人会員 10,000円

行

政
資

料
セ

ン

タ
ー

（
市

役
所
別

館

一
階
）

で
は

、
市
民

の
皆

さ
ん

が

知
り

た

い
行

政

に
関
す

る
資

料
を
取

り

そ
ろ
え

て

い
ま
す
。

主
な
資

料
は

、
各

種

の
事
業

概
要

、

報

告
書

、
統
計

書
、
計
画

書

や
市
議

会
会

議
録

、
例

規
集
、

予
算

書
な

ど

で

す
。
こ

れ
ら

の
資
料

は
、

ど
な

た

で

も

自
由
に
閲

覧
で

き
ま
す

の
で

、

主 な有償提供刊 行物

刊 行 物 の 名 称 価 格 作成担当 課

松戸市総合計画　基本構

想・前期基本計画
1,350円 政策企画室

松戸市市民意識調査報告

書(平成8年3月発行)
1,200円 政策企画室

松戸市男女共同参画プ ラ

ン(女性センターでも頒布）
500 円 女性センター

住宅マスタープ ラン 2,420円 住宅課

松戸市統計書　平成9 年

版
680 円 総務部総務課

松戸市勢要覧'97 610円 広報課

平成10 年度予算書 430円 財政課

平成10年度予算に関す

る説明書
3,320 円 財政課

平成10年度参考表 1,240円 財政課

町

名

地

番

が

変

わ

り

ま

し

た

７
月
2
5
日
土
か
ら
五
香
六
実
の
一

部
の
町

名
地
番

が
変

わ
り

ま
し
た

。

五
香
六
実
の
－
部

変
更
地
区

五
香
四
丁
目

五
香
五
丁
目

新
町
名

地
域
振
興
課
町
名
整
備
係
℡
3
6
6
・

7
3
1
8
番

七

都

県

市

合

同

防

災

訓

練

・

千

葉

県

会

場

訓

練

を

実

施

９
月
１
日
火
午
前
９
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分
、
江
戸
川
河
川
敷
・
古
ケ
崎

ス

ポ
ー
ツ

広
場
で

、
七
都

県
市

（
埼

玉
県
・
千
葉
県
・
東
京
都
・
神
奈
川

県

・
横
浜
市

・
川

崎
市

・
千
葉
市

）

の
防

災
関

係
機
関

が
互

い
に
連

携
協

力
し
た
人
規
模
な
訓
練
と
、
市
民
一

人
ひ

と
り

の
防
災

行
動
力

の
向

上
を

図

る
た
め

の
住
民

参
加

に
よ

る
各
種

訓
練

を
行

い
ま
す

。

※
当
日

は
訓
練
車
両

の
通
行

に
伴

い
、

会

場
付
近

の
道

路
規

制
を
行

い
ま

す
。
詳
細
は
広
報
ま
つ
ど
８
月
2
5

日

号
で

お
知

ら
せ
し

ま
す

。

問
防
災
対
策
室
℡
3
6
6
・
7
3
0
9
番

原

爆

投

下

日

に

は

慰

霊

と

平

和

の

祈

念

を

昭
和
2
0
年
８
月
６
日
午
前
８
時
1
5

分
広

島
に

、
９
日

午
前
1
1
時
２

分
長

崎
に
原
子
爆

弾
が
投
下

さ
れ
て
か
ら
、

満
五
十
三
年
を
迎
え
ま
す
。

死
没

者

の
め

い
福
と
世

界

の
平
和

を
祈
り
、
各
職
場
や
家
庭
で
、
一
分

間
の
黙
と
う
を
し
ま
し
ょ
う
。

総
務
部
総
務
課
℡
3
6
6
・
7
3
0
5

番東

松

戸

病

院
婦

人

科

・

精

神
科

外

来
休

診
の

お
知

ら

せ

休
診
日
婦
人
科
＝
７
月
２
日
火
、

精
神
科
＝
８
月
３
日
月
・
４
日
火

問
市
立
東
松
戸
病
院
総
務
課
医
事
係

℡
3
9
1
・
5
5
0
0
番

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
死
亡
事
故

８

／
2
0木
ま
で

夏
の

交
通
事
故
防
止
運
動
を
実

施
中

か
く
に
ん
は

じ
ぶ
ん
の
た
め
の

い
の

ち
づ
な

MIEAを紹介し

ます

行
政
資
料
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

市
の
刊
行
物
の
一
部
に
つ
い
て
は
、

有
償
で
頒
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
公
文
書

公
開
制
度
の
開
示
請
求
の
受
け
付
け

や
相
談
も
行

っ
て
い
ま
す
。

問
総
務
部
総
務
課
℡
3
6
6
・
7
3
0
5

番
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江
戸
川
流
水
保
全
水
路
が
完
成

よ
り
安
全
で
お
い
し
い
水
に

江
戸
川
は
、
私
た
ち
に
や
す
ら
ぎ
や
潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
だ

け
で
な
く
。
水
道
水
源
と
し
て
飲
料
水
に

も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
全
で
お
い
し
い
水
の
確
保
と
供
給
・
河
川
環
境
の
改
善
の
た

め
、
建
設
省
が
整
備
を
進
め
て
い
た
江
戸
川
流
水
保
全
水

路
が
、

こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
水
路
は
、
古
ケ
崎
浄
化
施
設
か
ら
放
流
さ
れ
た
坂
川
の
水

と
江
戸
川
上

流
か
ら
の
き
れ
い
な
水
を
分
離
し
て
流
す
た
め
の
水

路
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
浄
水
場
付
近
の
水
質
が
改
善
さ
れ
、
よ

り
安
全
で
き
れ
い
な
水
の
取
水
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
建
設
省
江
戸
川
工
事
事
務
所

℡
0
4
7
1

・
2
5・
7
3
1
8

番
、

市
河
川
課
℡
3
6
6
・
7
3
5
9

番

江戸川河川敷を流れる流水保全水路(樋野口付近)

江
戸
川
を
水
源
と
す
る

古
ケ
崎
・
金
町
・
栗
山
浄
水
場

首
都
圏
の
上
水
道
の
重
要
な
水
源

で
あ
る
江
戸
川
。
中
で
も
、
坂
川
の

流
入
地
点
の
下
流
部
に
は
古
ケ
崎
・

金
町
・
栗

山
の
浄
水
場

が
あ
り
、
東

京
都
と
千
葉
県
の
合
わ
せ
て
約
三
百

十
四
万
人
に
水
道
水
を
供
給
し
て

い

ま
す
。

し
か
し
、
松
戸
市
な
ど
を
流
れ
る

江

戸
川
中
流
部
や
坂
川
は
、
急
速
に

進
ん
だ
流
域
の
都
市
化
に
伴

い
、
水

質
汚
濁
が
進
ん
で
い
ま
す
。
浄
水
場

付
近
の
水
質
は
環
境
基
準
値
を
超
え

る
こ
と
も
多
く
、
水
道
水
が
カ
ル
キ

臭

い
、
カ
ビ
臭
い
と
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
、
早
急
な
対
応

が
求
め
ら
れ
て

い

ま
し
た
。

全
国
初
の
流
水
保
全
水
路

こ

の
よ

う

な
問
題

を
解

決
す

る
た

め
、

建
設

省
で

は
、

安
全

で

お
い
し

い
水

の
確

保
と

供
給

、
有

害
物
質

の

流
入

防
止

、
河

川
環

境

の
改
善

を
目

的
に

、
昭

和
6
2
年
度

か
ら
江

戸

川
流

水
保

全
水

路

の
整
備

事
業

を
進

め
て

き
ま

し
た

。

ま
た

、

行

政
（
松

戸
市

・
柏
市

・

流
山
市
お
よ
び
国
・
千
葉
県
・
東
京

都
）

と

、

地
域

住
民
代

表
、

学
識
経

験
者

が
一
体

と

な

っ
て
平

成
８

年
1
2

月

、
二
〇

〇
〇

年

（
平

成
1
1年

）
ま

で

に
緊
急

的

に
水
環

境

改
善

を
図

る

行
動
計
画
（
清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
2
1
）

を

策
定

し
ま
し

た

が
、
下

水

道
の
整

備

や
共
同

浄
化

槽

の
設

置

、
河
川

の

直
接

浄
化

と
と

も

に
安

全
で

お

い
し

い
水

の
確

保

は
、
重
要

な
行
動

計
画

の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て

、
こ

の
た

び
流
水

保
全
水

路

が
全
国
で

初
め
て
完

成
し
ま
し

た
。

江

戸
川

流
水

保
全
水

路

は
、
汚

れ

た
坂

川

の
水
を

古

ケ
崎

浄
化

施
設

で

浄
化

し
て

、
古

ケ
崎

・
栗

山
・
金
町

の
浄

水
場

の
下

流
ま

で
迂

回
さ
せ

る

た
め
に
整
備
し
た
全
長
六
キ
ロ
の
水
路

で
す
（
図
１

）
。

古
ケ
崎
浄
化
施
設
の
放
流
口
か
ら

小
山

地
先

ま
で

は
、
江

戸
川
河

川
敷

の
地
下
に
一
キ
ロ
、
地
上
に
一
・
五
キ
ロ

の
水
路

を
新
た

に
造

り
ま
し

た

。
ま

た

、
小

山
地
先

か
ら

柳
原
樋

門
ま

で

の
三
・
五
キ
ロ
は
坂
川
を
利
用
し
ま
す
。

江
戸
川
の
水
道
水
が

よ
り
安
全
で
お
い
し

い
水
に

こ

の
水
路

の
完
成

に
よ

り
、

今
ま

で
樋
野

口
排

水
樋

管

や
赤

圦
樋

門

か

ら
江
戸

川
本

川
に

流
入
し

て

い
た
坂

川

の
水

が
、

す

べ
て
古

ケ
崎
浄

化
施

設

に
流

れ
込

み
、
浄
化

さ

れ
た
水

は
、

流
水

保
全
水

路
を

流

れ
て

い
き
、
柳

原

樋

門

か

ら

江

戸
川

へ

流

入

し

ま

す
。こ

れ
に
よ

り
、
江

戸
川

新
葛

飾
橋

地
点

に
お
け

る
水
質

汚

濁
を
示

す
代

表
的

な
指
標

で
あ

る
Ｂ
Ｏ

Ｄ

（
生
物

化
学
的
酸
素
要
求
量
）
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
値
は
、

平
成
４
～
６
年
の
平
均
で
一
リ
ッ
ト
ル
当
た

り
三
・
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
で
し
た
が
、
二
・

六
ミ
リ
グ
ラ
ム
に
改
善
さ
れ
ま
す
。

ま

た

、

水

に

含

ま

れ

る

窒

素

の

量

も
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
減
少
す
る
た
め
、
塩

素

の

注

入

量

が
少

な

く

て

済

み

、

水

の

カ

ル

キ

臭

さ

が

な

く

な

る

な

ど

、

よ
り
安
全
で
お
い
し
い
水
が
確
保
さ

れ

ま

す

。

川
や
水
に
や
さ
し
い

生
活
を
心
掛
け
よ
う

川
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

識
の
高
ま
り
と
協
力
で
、
市
内
の
川

は
少
し
ず
つ
き
れ
い
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
「
川
の
き
れ
い
さ
」
は

ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
市
内

を
流
れ
る
川
の
汚
れ
の
原
因
の
八
割

近
く
が
「
生
活
排
水
」
で
す
。

川
を
き
れ

い
に
す

る
た
め
に
は
、

汚
れ
た
排
水
を
で
き
る
だ
け
流
さ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
で

川
を
き
れ
い
に
し
、
さ
ら
に
親
し
め

る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

松戸市街を流れる坂川

江戸川松 戸フ ラワーライン

春はレンゲ、秋はコスモスの花

でいっぱいになる上葛飾橋（三郷

有料橋）下 の江戸川河川敷。こ の

花畑の下に５基の浄化槽と流水保

全水路があり ます。左写真右奥に

古ケ崎 浄化施設が見えます。

松戸市など20万人に水を供給してい

る古ケ崎浄水場。手前が流水保全水

路、奥が江戸川です。水路周辺は水

と緑のいこいの空間に。

江

戸

川

流

水

保

全

水

路

の

愛

称

を

募

集

し

ま

す

江
戸
川

流

水
保

全
水

路
は

、
市

民

の

皆
さ
ん

の

意
見
を

計
画

段
階

か

ら
取

り
入

れ

、
昔
遊

ん
だ

小
川

を

イ
メ

ー
ジ

し
て

い
ま

す

。
水
路

に

は
生

き
物

が

あ
ふ

れ

、
川

岸
に

は

さ
ま

ざ
ま

な

植
物
が

生
い

茂

っ

て
い
ま
す

。

こ
の

水
路

を

、
よ

り
多

く
の
人

に

親
し

ま

れ
る
よ

う

な
施
設

と

す

る
た
め

、
愛
称
を
募

集
し
ま
す
。

申
９
月
3
0
日
水
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に

、
ハ

ガ
キ
に

愛
称
名
・
住
所
・
氏

名

・
職
業
（
学

校
名
・
学
年
）・
電
話

世
万
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
8
-
0
0
0

5

野

田
市

宮
崎

－
三
四

江
戸

川

工

事

事

務
所
内

江

戸
川

流
水

保
全

水

路
名
称
選
定
委
員
会
事
務
局
（
℡
0
4
7
1
・

２５

・
7
3
1
8

番
）
へ

男

女

共

同

参

画

推

進

協

議

会

委

員

を

募

集

市

で

は
、
本
年

４
月

に

ス

タ
ー
ト

し
た

松
戸

市
男
女

共
同

参
画

プ
ラ
ン

を
市

民

の
皆

さ
ん
と

一
体

と
な

っ
て

推
進

す

る
た

め
、
有

識
者

ど
市

民
で

構
成
す
る
「
松
戸
市
男
女
共
同
参
画

推
進

協
議

会
」
を
設
置

し
て

い
ま

す
。

こ

の
プ
ラ

ン
の
推

進

に
際
し

て
よ

り

市

民

の
声

を

反

映

さ
せ

る
た

め

、

協

議
会

の
委
員

を
公
募

し
ま

す
。

募
集
人
数
三
人
以
内
　
任
期
委
嘱

の
日

か

ら
平

成
1
2年

３
月
3
1
日

ま
で

応
募
資
格
義
務
教
育
終
了
前
の
子
ど

も

の
い
る
市

民
　

提

出
書
類
「
ジ

ェ
ン

ダ
ー
（
社
会
的
、
文
化

的
に
つ
く
ら

れ

た
性
差

）
に

つ

い
て
思
う

こ
と

」
を

テ
ー

マ
に
、
千
二

百

字
以
内

の
作
文

申
８
月
2
8
日
金
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

住
所

・
氏
名

・
年

齢

・
性
別

・
経
歴

（
職

歴
、
地

域
活

動
歴
等

）
・
電

話
番

号
を
記
入
し
、
作
文
を
添
え
て
〒
２
７
１

-
0
0
9
1
松
戸
市
本
町
一
四
の
一
〇

女
性
セ
ン
タ
ー
（
℡
3
6
4
・
8
7
7
8

番

）

へ

※
提
出

さ

れ
た
書

類
は
返

却
し
ま
せ

ん

の
で

、
ご
了
承

ぐ
だ

さ

い
。

納

期

内

の

納

付

に

ご

協

力

を

７

月
3
1
日

金

は
市

県

民

税
（
第

一

期
）
、

固
定

資

産

税

・
都

市

計

画

税

（
第

二
期

）
の
納

期
限

で
す

。
納

め
忘

れ

の
な

い
よ

う
に

お
願

い
し
ま

す
。

問
収
納
課
管
理
係
℡
3
6
6
・
7
3
2
5

番

検

察

審
査

会

に

ご

相

談

を

（
検

察

審
査

会

法

施

行

五

十
周

年

）

交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
の
被
害
に

遭
い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が

検
察
官
が
被
疑
者
を
起
訴
し
て
く
れ

な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の

不
起
訴
処
分
の
善
し
あ
し
を
審
査
す

る
の
が
検
察
審
査
会
で
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
松
戸
検
察
審
査
会
事
務
局
（
千
葉

地
方
裁
判
所
松
戸
支
部
内
）
℡
3
6
8
・

5
1
4
1
番

千

葉

県

警

察

官

募

集

試
験
日
第
一
次
＝
９
月
５
日
土

受
験
資
格
昭
和
4
3
年
４
月
２
日
～
昭

和
5
2
年
４

月
１

日
生

ま

れ
の
大
学

卒

業

お
よ

び
卒
業

見
込

み

の
男

子

、
ま

た

は
昭
和
4
3
年

４
月

２
日

～
昭
和
5
6

年

４
月
１

日

生
ま

れ
の
男
子

・
女

子

受

付
期

限
８

月
2
1日

金

※
詳

細
は
お
問

い
合

わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
松
戸
警
察
署
℡
3
6
9
・
0
1
1
0
番
、

松
戸
東
警
察
署
℡
3
4
9
・
0
1
1
0
番

刑

務

官

募

集

試
験
日

第

一
次

＝
1
0月
４

日
日

、

第
二
次

＝
1
0月
４
日
日

・
５
日

月

受
験
資
格
昭
和
4
4
年
４
月
２
日
～
昭

和
5
6
年

４
月

１
日

生
ま

れ
の
人
　

受

付
期

間
８
月
1
7
日
月
～
3
1
日

月

※
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ

い
。

問
千
葉
刑
務
所
庶
務
課
℡
0
4
3
-
・
2
3
1
・

1
1
9
1

番

平成10 年度　自衛官等募集

募集種目 資　 格 受付期間 試験日

2 等陸 ・

海 ・空士

男子 18 歳以土

27 歳末満

常時 9/17木･18金）

女子 8/3月9/11金 9/28月･29火

曹候補士
高卒 （見込）

27 歳未満の男女

8/3月～
9/11金

9/19土

一般曹候補学生
高卒（見込）

24 歳未満の男女

航空学生
高卒（見込）

21 歳未満の男女
9/23祝

看護学生
高卒（見込）

22 歳未満の女子

9/16水～

10/13 火
10/29 木

防衛大学校学生 高卒 （見込）

21 歳未満の男女

9/16水～

10/13火

11/14土・
15日

防衛医科大学校学生 11/7土･8日

自衛隊生 徒
中卒（見込）

17歳未満の男子

11/4水～

11年1/4月
11 年1/5 火

※平成11 年3 月新規高等 ・中学校卒業予定者の受け付けおよ

び試験については 、上 表にかか わら ず文部 ・労働両省から

示さ れた期日以降実施し ます( 詳細はお問い合 わせを) 。

※募集案内 等はＦＡＸ情報ボック ス342-3840 番 、案内番

号090 ～095) でも引き出 せます。

自 衛 隊松 戸 募 集案 内所　389 ―6540 番(新 京成 八 柱駅

前 ・Ｊ Ｒ新八 柱駅 前) 、市 総 務部総 務 課:　366 ―7305 番

図1　流水保全水路の概要
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講
座
・
講
演

図

書

館

市

民

講

座

・

製

本

技

術

講

習

会

「

学

ん

で

楽

し

い

本

の

作

り

方

」

８
月
2
6
日
水
午
後
１
時
3
0
分
～
４

時
3
0
分
会
場
市
民
会
館
内
容
製

本

の
基
礎

知
識
　

講
師
島

原
安

三
氏

対
象
小
学
五
年
生
以
上
定
員
二
十

人
（
抽
選

。
小

学

生
は
保

護
者
同

伴
）

費
用

無
料

８

月
６

日
木

〔
必

着
〕
ま

で
に

、

往
復

ハ

ガ
キ
に
住

所

・
氏
名

（
小

学

生
は
保
護
者
名
も
）
　
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
-
0
0
9
2

松
戸
市
松
戸
二
〇
六
〇
市
立
図
書
館

市
民
講
座
係
（
℡
3
6
5
・
5
1
1
5
番
）

へ福

助
菊

作

り

植

え

込
み

講

習

会

８
月
９
日
日
午
前
1
0時
～
午
後
１

時

会
場
市
民
会
館

費
用
無
料

問
千
松
菊
花
会
・
結
城
℡
3
6
3
・
5
9

8
5
番

1
6
ミ
リ
映
写
機
操
作
技
術
講
習
会

８
月
2
7
日
木
・
2
8
日
金
の
い
ず
れ

か
一
日
、
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
４

時
　

会
場
青

少
年

会
館

対
象

十
六

歳
以
上
の
人
　
定
員
二
十
人
（
抽
選
）

費

用
無
料

申

８
月
1
7
日

月

〔
必
着
〕

ま

で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話

番
号

・
希
望

日
を
記
入
し

て
、

〒
2
7
1
-
８
５
８
８
松
戸
市
根
本
三
五

六
京
葉

ガ
ス

Ｆ
松
戸

ビ
ル

内
松

戸
市

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
市
民
文
化

係
（
℡
3
6
6
・
7
4
6
2
番
）
へ

指

編

み

講

習
会

８
月
２
日
木
午
前
1
0時
～
午
後
１

時
　
会
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
室
　
対
象
小
学
五
年
生
～

中
学
生
　
定
員
先
着
三
十
人
　
費
用

九
百
円
（
材
料
費
）

申
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
松
の
実
の
会
・
秋

元
Ｆ
Ａ
Ｘ
3
6
2
・
6
4
7
5
番
へ

女

性

就

業

技

術

講

習

会

（
ビ

ジ

ネ

ス

科

）

８
月
2
6
日
～
1
0
月
2
1
日
の
月
・
木

・
金
曜

日
〔
全
二

十
四

回
〕
、
午

前
９

時
3
0
分
～
午
後
３
時
3
0
分
　
会
場
女

性
就

業
援
助

セ
ン

タ

ー

（
千
葉

市
）

対

象
技

術
を
身

に
付

け
就

業
を
希

望

す
る
女
性
（
全
日
程
出
席

で
き
る
人
・

学
生
不

可
）
　
定
員
三

十
人
（
抽
選

）

費

用
無

料
（
教

材
費

・
検
定

料

実
費
）

申
７
月
3
0
日
木
・
3
1
日
金
の
午
前
９

時
～
午
後
３
時
3
0
分
の
間
に
本
人
が

印

鑑

と

ハ
ガ
キ

を
持
参

し
て

、
千

葉

県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
（
℡
0
4
3

・
2
4
7
・
8
5
4
1
番
）
へ

ビ

デ

オ

編

集

講

座

①

初
級

＝
７
月
3
1
日

金

、
８

月

１

日
土
・
２
日
日
②
中
級
＝
８
月
１
日

土

・
２
日
日
　

時
間
①
午

前

の
部

＝

午
前
1
0
時

～
正

午

、

午
後

の
部

＝
午

後
１
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
②
午
後
１

時
3
0
分
～
４
時
3
0
分
会
場
森
の
ホ

ー
ル
2
1
情
報
セ
ン
タ
ー
　
定
員
①
各

回
三

人
②

各
回
一
人

（
各
先

着
順

）

内
容
自
分
で
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
に
タ

イ
ト

ル

な
ど
を
入

れ

、
オ

リ
ジ
ナ

ル

作
品

を

作
る
　

持
ち
物

目
分
で

撮
影

し
た

ビ

デ
オ

テ
ー

プ
　

費
用

無

料

申
７
月
2
5
日
土
午
前
1
0
時
か
ら
、
電

話

で
森

の
ホ

ー
ル
2
1
情
報

セ
ン

タ
ー

℡
3
8
4
-
５
０
５
０
番
へ

グ

ッ

ド

ラ

イ

フ

カ

レ

ッ

ジ

手

話

講

座

（
第

１

期

）

９

月
５

日
～
1
1
月

２
日

の
土
曜

日

（
原
則
午
前

中
、
金
十
回
）
　
会
場
聖

徳

大
学
　
対
象
①
手
話
経
験
一
年
未
満

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
者
③
手
話
で

地
域

福

祉
に

寄
与

し

た

い
と
考
え

て

い
る
、
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
四
十

歳
以

上

の
人
　

定
員
二

十
人
（
抽
選

）

費
用

無
料

（
テ
キ

ス
ト
代

実
費

）

８
月
2
0
日
木
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往

復
ハ
ガ
キ

に
講
座

名

・
住
所

・
氏

名

・
年

齢

・
電

話
番

号

・
返

信
用

あ

て
名
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
7
-
0
8
8
2

柏
市
柏
の
葉
四
の
三
の
一
さ
わ
や
か

ち

ば
県

民

プ
ラ
ザ
研

修
課
（

℡
０

４

７
１

・
4
0
・
8
6
0
0

番

）

へ

夏

休

み

動

く

親

子

物

価

教

室

８
月
1
8
日
火
午
前
９
時
Ｊ
Ｒ
千
葉
駅

前
集
合
、
午
後
４
時
3
0
分
解
散
予
定

見
学
先
新
東
京
国
際
空
港
貨
物
地
区

（
成
田
市
）
ほ
か
　
対
象
小
学
四
年
～

六

年
生

の
児
童

と
保

護
者
　

定
員
二

十

組
（
四

十
人

）
程

度
（
抽
選

）
　

費

用

無
料

（
昼
食
付

き
）

申

８
月

７
日
金

〔
必

着
〕

ま
で

に
、

往

復
ハ
ガ
キ
（
ハ
ガ
キ

ー
枚
に

一
組
）

に

、
教
室

名
と

児
童

の
氏
名

・
性

別

・
学
年

と
保
護

者

の
住
所

・
氏
名

・

年

齢

・
性
別

’
続
柄

・
電

話
番
号

を

記
入
し
て
、
〒
2
6
0
-
8
6
6
7
千
葉
中

央
郵

便

局
私
書

箱
四

〇
号
県

庁
県

民

生
活

課
企

画
調

整
班

「
物

価
教
室
」

係
（
℡
0
4
3
・
2
2
3
・
2
2
9
9
番
）
へ

舞

踊

無
料

講

習

会

７
月
2
9
日
、
８
月
５
日
・
1
2
日
・

2
6
日
の
各
木
曜
日
〔
全
四
回
〕
①
午

後
１
時
～
４
時

②
午
後
１
時
～
７
時

会
場
①
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
②
常
盤

平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
盆
踊
り
曲

・
詩
吟
舞
踊
・
新
舞
踊

費
用

無
料

問
立
詩
吟
舞
踊
愛
好
会
・
小
島
℡
3
4
1

・
2
8
0
9

番

浴

衣

体

験

セ
ミ

ナ

ー

８
月
２
日
日
・
４
日
火
、
各
午
後

１
時
～
３
時

会
場
松
飛
台
市
民
セ

ン
タ
ー
　
持
ち
物
浴
衣
・
半
巾
帯
・

帯
板
ほ
か
　
費

用
一
回
千
円

電
話
で
あ
ね
も
ね
文
化
・
新
井

℡

3
8
8
・
９
１
３
３
番
へ

松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
テ
ク
ノ
2
1
）
講
座
案
内

講 座 名 日　時 定員・費用

ワー
プロ

パソ
コン
講座

パソコン・ワープロ

入門講座

①8/ 4 火・5 水

②8/24(月・25火

午前

午後 各10人

6,000円windows 95

入門講座

①8/10 月 ・11火

②8/27 木・28金

午前

午後

ワープロソフト

－太郎入門講座

8/18火・19水

20 木・21金
午前

各10人

12,000円

(10,000 円)

ワープロソフト

word入門講座

8/26水・27木

28金・31月
午前

表計算ソフト　   ロータ

ス1-2-3 入門講座
8/22　土・29土 土曜

表計算ソフト

エクセル入門講座

8/18火・19火

20 木
午後

10人10,000

円(8,000円)

※午前＝午前9時30分～午後O時30分、午後＝午後1時30分

～4時30分　土曜＝午前9時30分～午後4時30分

マッキントッシュパソコ

ン講座・初心者入門講座

8/4火 ・5水・6木・7金

午後1時30 分～4時

5人

15,000円

高齢者向けパソコン講座

ゆっくり楽しくパソコン

講座（対象65歳以上）

8/24月・25火

午前9時30 分～正午

5人

7,000円

資格・教養講座

2級建築士資格取得講座

製図コース

8/27 ～9/19 毎週火木土

曜日〔全10 回〕 午後6時

３ 分( 土曜日6時)～9 時

15人

40,000円

(3,000 円)

申
松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
松
戸
市
小
金
原
の
一
の
一
九
の
三
℡
3
4
9
-
3
2
0
0
番

窓
口
で
受

講
料

を
添
え

、
先

着
順
で
受

け
付
け

※
費
用
の
う
ち
（
　
）
内

は
当
会
員
事
業
所

ま
た
は
当

団
体
会
員
メ
ン

バ
ー
の
場

合
で
す

。

平
成
1
1
年
度
看
護
学
生
（
看
護
科
三
年
課
程
）
を
募
集

同級生を モデルに洗髪の実習

願
書
受
付
期
間
平
成
1
1
年
１
月

1
1
日
月
～
1
4
日
木
、
午
前
９
時
～

正
午
と
午
後
１
時
～
４

時

試
験

日
１
月
3
0
日
土
（
一
次
試
験
）

受
験
資
格
大
学
受
験
の
資
格
が
あ

る
人
　
募
集
人
数
四
十
人

※
入
学
案
内
（
有
料
）
配
布
中

問
市
立
病
院
附
属
看
護
専
門
学
校

℡
3
6
7
・
4
4
4
4
番

お
知
ら
せ

森
の
ホ
ー
ル
2
1
「
ピ
ア
ノ
十
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

フ
ェ

ス

テ
ィ

バ

ル
」

出

演

者

を

募

集

公
演
予

定
1
1月

１
日
日

会

場
森

の
ホ
ー
ル
2
1
大
ホ
ー
ル
　
応
募
資
格

①
将

来
の
演

奏
家

を
目

指
し
て

、
器

楽
（
ピ
ア
ノ
を
含
む
）
声
楽
楽
を
練
習

中
で

音
楽
大

学
入

学
程

度
以

上

の
演

奏
経

験
の

あ

る
人

②
定

例
的

な
活
動

を
行

う
数
人

の
器

楽
合

奏
団

（
ア

マ

チ
ュ

ア
可
）
　

演

奏
内
容

各
自

の
レ

バ
ー
ト
リ

ー
か
ら

十
五

分
程
度

で

演

奏
で

き

る
ク
ラ

シ
ッ

ク
音
楽
分

野

の

楽
曲

を
前

提
　

費

用
一
団

体
あ

た
り

三
千
円

程
度
（
演
奏

記
録
等

の
実

費

）

申
８

月
1
4
日
金

〔
必
着

〕
ま

で

に
、

ハ
ガ
キ
で
〒
2
7
0
-
2
2
5
2
松
戸
市

千
駄

堀
六
四

六

の
四
森

の

ホ
ー
ル
2
1

「
公

募

演
奏
会

」
係

に
書

類
を
請

求

。

申
込

書
と
募

集
要

綱
を

お
送

り
し
ま

す

（
応
募
多
数

の
場
合

は
抽

選
）
。

※
音

楽
経

験
者

を
、
こ

の
演
奏

会

ス

タ
ッ

プ
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
）
と

し

て

募
集

。
右

記
要
領

で

、
森

の
ホ

ー
ル
2
1
「

ス
タ
ッ

フ
募

集
」
係

へ

問
財
松
戸
市
文
化
振
興
財
団
℡
3
8
4
・

5
0
5
0

番

中
小

企

業

倒

産

防
止

共
済

制

度

に

加
入

を

こ
の
制
度
は
、
取
引
先
の
倒
産
に

伴
う
中
小
企
業
の
倒
産
を
防
止
し
、

中
小
企
業
の
経
営
安
定
に
寄
与
す
る

も
の
で
す
。
回
収
が
困
難
に
な
っ
た

売
掛
金
債
権
等
の
額
と
掛
金
総
額
の

十
倍
に
相
当
す
る
額
の
い
ず
れ
か
少

な
い
額
を
、
無
利
子
・
無
担
保
・
無

保
証
人
で
貸
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
松
戸
商
工
会
議
所
℡
3
6
4
・
3
1
1

1
番

街

と

水

辺

の

花

づ

く

り

コ

ン

ク

ー

ル市

内

に
「
花

い
っ
ぱ

い
運

動
」

を

広

め

る
た
め
、
市

内

の
住
宅

や
事
務

所

な
ど

の
民
間

施
設

、
学
校

、
公
共

・
公

益

施
設
で

の
花

飾
り

や
花
壇

づ

く

り

の
コ
ン

ク
ー
ル

を
行

い
ま
す

。

※
審
査

は
個
人

・
団

体

・
学

校

の
部

門
別

に
な
り

ま
す

。

申
９
月
2
5
日
金
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
応

募

用
紙

（
財
ま

つ
ど
街

と
木

辺

の
緑

化

基
金
・
各

支
所

で
配

布

）
に
①
花

飾

り

や
花

壇
全
体

の
写

具
②

作
業
風
景

や
管
理
状
況
の
写
貞
（
写
真
は
サ
ー

ビ
ス
サ
イ

ズ
以

上
）

を
各
二

枚
以

上

と

コ

メ
ン
ト

、
エ

ピ
ソ

ー
ド
を
添
え

て
、
郵
送
で
〒
2
7
0
-
2
2
5
2
松
戸
市

千

駄
堀

七
四

九
財
ま

つ
ど
街

と
水

辺

の
緑
化
基
金
（
℡
3
4
5
・
9
8
4
6
番
）
へ

「
ち

ば

の

お

い

し

い

魚

」
料

理

コ

ン

テ

ス

ト

募
集
料
理
サ
バ
ま
た
は
ア
サ
リ
を

利

用
し

、
九

十
分
以
内

で

作
れ

る
家

庭
料
理
　

選

考
方
法

書
類

選
考

し
、

十
人
程
度
で
９
月
2
6
日
土
に
調
理
を

実
施

申
８
月
3
1日

月
〔
消
印
有

期
〕
ま

で
に
、

材
料

・
調
理

方
法

（
イ
ラ

ス
ト
ま

た

は
写
真
（
を
添
付
）
を
記
入
し
て
、
〒
2
6
0
-

8
6
6
7
千
葉
市
中
央
区
市
場
町
一

の
一
県
庁
水
産
課
内
フ
ォ
ー
ラ
ム
事

務
局
（
℡
0
4
3
・
2
2
3
・
3
0
4
5
番
）
へ

消

費

生

活

専

門

相

談

員

資

格

認

定

試

験

受
付
期
間
８
月
１
日
土
～
3
1
日
月

（
第

一
次

試

験
９

月
2
2
日

火

、

第
二

次

・
第

三
次

・
実
務

講
習

あ
り
）

対
象
平
成
1
0
年
４
月
１
日
現
在
、
満

二
十
三
歳
以
上
の
人
　
費
用
受
験
手

数
料

一
万
五
百

円

※
詳
細

は
お
問

い
合

わ
せ
く
だ

さ
い
。

問

国

民
生
活

セ
ン

タ

ー
資

格

制
度
事

務
局
℡
０
４
２
７
・
5
8
-
3
1
6
4
番

牛

乳

乳

製

品

利

用

料

理

コ

ン

ク

ー

ルコ

ン
ク
ー
ル

開
催
日

９

月
1
6
日

水

会
場

県
立
衛

生
短

期
大

学

対

象
県

内
在

住

の
人

申
８
月
2
0
日
木
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に

、
料
理

名

・
材
料

名

・
分

量

（
四

人
分

）
　・
材
料

費

（
二

千
四

百
円

以

内
）
　
・
作
り
方
と
所
要
時
間
・
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
性

別

・
職

業

・
電

話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
6
0
-
0
0
1
4

千
葉
市
中
央
区
本
千
葉
町
一
三
の

一
本
千
葉

ビ
ル

千
葉
県

牛
乳

普
及

協

会

「
牛
乳

乳
製

品
利
用

料

理
コ
ン

ク

ー
ル
」
係
（
℡
0
4
3
・
2
2
4
・
4
8
3
9

番

）
へ

再

生

自

転

車

を

即

売

７
月
2
6
日
日
～
2
8
日
火
、
午
前
８

時
3
0
分
～
午
後
３
時
会
場
生
き
が

い
福
祉

セ
ン

タ

ー
　

販
売
台

数
五
十

台

（
売

り
切

れ
次
第

終
了

）
　

価

格

七
千

円
～

一
万

一
千
円
　

交

通
五

香

駅

東
口

か
ら
新

京
成

バ
ス
「
小

新

山
」

行

き
ま

た

は
「
柏

陵
高

校
」
行

き

で
、

新

栄
町
入

口
下

車

問
社
松
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
3
8
4
・
３
１
０
１
番

松

戸

市

民

劇

団

・

研

究

生

募

集

説

明

会

８
月

１
日
土

午
後

６

時

会
場

劇

団
稽
古

場
「
劇
舎
（
し

ば

い
や
）
」（
新

京
成
八
柱
駅
徒
歩
一
分
）
　
対
象
土

・
日
曜
日

夕

方
か
ら

の

稽
古
に
出

ら

れ
る
人
　

費
用

無
料

松
戸
市
民
劇
団
・
石
上
℡
3
8
9
・
4

6
4
6

番

な
く
そ
う
差
別
と
偏
見

ま
も
ろ
う
人
権

問
市
民
相
談
室
人
権
担
当

℡
3
6
6
・
7
3
1
9
番

８月は通商産業省主唱の
電気使用安全月間です

安全エレちゃんからのお願い

財団法人関東電気保安協会

電気製品の
取扱説明書は

必ず続みましょう。
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保
健
・
衛
生

日

本

脳

炎

予

防

接

種

日

本
脳

炎
は

、
七
月

か
ら

九
月

ご

ろ

に
、
ヒ
ト

か

ら
で

は
な
く

ブ

タ
の

中

で
増
え

た

ウ
イ

ル

ス

が
、

コ

ガ
タ

ア

カ
イ

エ
カ
に

よ

っ
て

媒
介

さ

れ
て

起
こ

る
病

気
で

す
。

七
～
十
日

の
潜
伏

期
間

の
後
、

高

熱

、
頭

痛

、
嘔
吐

、

意
識
障

害

、
け

い
れ
ん
等

の
症

状
を
示

す
急

性
脳

症

に

な
り
ま

す

。

〈
予

防

接

種

に

つ

い
て

〉

三
歳

に
な

る
と
日

本
脳

炎
予
防

接

稜

を
受

け
る

時
期
に

な
り

ま
す

。

第
一

期

（
三

回
）

の
基
礎

免
疫

を

受

け
て

い
な

い
人

は
、
七

歳
六
ヵ

月

未

満
ま

で
無

料
で
受

け
ら

れ
ま

す
。

小
学
四
年
生
、
中
学
二
年
生
（
十

四
歳
以
以
上
）
は
、
乳
幼
児
期
の
追
加

接

種
と

し
て
受

け
ま

す
。

転
入

や
紛
失

等
で

予
診

票

の
な

い

人

（
表

１
）

は
、
直

接
中

沢
保

健
セ

ン
タ

ー

・
各

支
所

の
市
民

健
康

相
談

室

で
申

し
込

む
か

、
ハ

ガ
キ
に
下

記

の
要
領
で
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
-
０
０
７

２
松

戸
市
竹
ケ
花
七
四

の
三
松
戸
市

中
央
保
健
セ
ン
タ
千
内
保
健
衛
生
課

予
防
衛
生
係
へ

保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係
℡
3
6
6
・

7
4
8
4
番

ハガキ記入要領

次 の 対 象年 齢で 予 診 票の ない 人

は 、申し 込 みをし てく ださい 。

○3歳以上7歳6か月未満で、第1

期（3回接種 ）を 受けていな い人

○ 小学4 年生以上13 歳 末満で 、第

2期 （1回）を受 けていない人

○ 中学2 年生以上16 歳 未満で 、第

3期 （1回）を受 けていない人

精

神

障
害

者

家

族

教
室

「
心

の

病

と
家

族

の

接

し
方

」

７
月
3
0
日
木
午
前
1
0
時
～
午
後
０

時
3
0
分
会
場
東
葛
飾
合
回
庁
舎

内
容
家
族
が
病
気
の
特
徴
を
理
解
し

支
え
合
う
関
係
を
学
ぶ
　
講
師

成
田

赤
十
字
病
院
精
神
神
経
科
医
師
・
佐

竹
直
子
氏
　
対
象
精
神
障
害
者
の
家

族

定
員
四
十
人
程
度

費
用
無
料

申
電
話
で
松
戸
保
健
所
精
神
保
健
福

祉
班

℡
3
6
1
・
2
1
2
1

番
へ

愛

の

献

血

（
松

戸

市

献

血
推

進

協

議

会

）

７
月
3
0
日
木
午
前
1
0
時
～
1
0
時
4
5

分
と
正
午
～
午
後
４
時

会
場
新
松

戸
駅
前

問
健
康
課
℡
3
6
6
・
7
4
8
7
番

健

康

懇

談

会

「

便
秘

・

貧

血

・

更

年

期

を

乗

り

切

る
に

は
」

８
月
１
日
土
午
後
２
時
1
0分
～
３

時
5
0分

会
場
新
松

戸
市
民
セ
ン
タ

１
　

定
員
当
日
先
着
五
十
人
　
費
用

無
料

問
愛
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
℡
3
4
8
・
4
8

1
7
番
　
　
　
　

子

供

の

生
活

習

慣

病

予
防

に

関

す

る
講

演
会

子
ど
も
の
肥
満
は
高
い
確
率
で
成

人
の
肥
満
に
移
行
す
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、
乳
幼
児
か
ら
の
生
活
習
慣
形

成
が
大
切
で
す
。

①
７
月
3
0
日
日
木
②
８
月
４
日
火

会

場
①
東
葛
飾
合
同
庁
舎
②
常
盤
平

保
健
セ
ン
タ
ー

※
要
予
約

時　問

内　　容

対象‥･保護者および成人 対象…幼児および児童

午後1時15分

～3時

講演

「 子どもの生活習慣を見

直そう」　講師東京女子

医科大学第二病院小児科

医局長・伊藤けい子氏

・体力測定

・講話と運動指導

「健康づくりと運動に

ついて］ 講師こども

の城体育事業部長・渡邉恒一

氏
午後3時10分

～4時

情報交換
｢日常生活で気をつけてい

ること、困っていること｣

申
７
月
2
7日
月
ま
で
に
、
電
話
で
松

戸
保
健
所
地
域
指
導
班

℡
3
6
1
・
2
1

2
1
番
へ

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

使
え
る
も
の
を
捨
て
る
前
に
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
へ

○
譲
り
ま
す

〔
家
具
〕
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ

ト
三
千
円
◆
文
机
千
円
◆
座
い
す
二

脚
セ

ッ
ト

三
千
円
◆

ス
チ

ー
ル

棚
千

円

◆

ソ

フ
ァ
と

テ

ー
ブ
ル
セ

ッ
ト
無

料
〔
電

気
用
品
〕
吊

り
下

げ
型

照
明
器

具

無
料

二
点
◆

Ｂ
Ｓ

ア

ン
テ
ナ
千

五
百

円

◆

Ｂ
Ｓ
チ

ュ

ー
ナ

ー
千

五

百
円
◆

冷
蔵
庫
一
万
円
◆
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー

二

千
円
◆

オ

ー

ブ
ン
ト

ー
ス

タ
ー

千
五

百
円
◆

食
器

乾
燥

機

無
料
◆

掃

除
機

三
千
円

〔
子
供
用
品
〕
ベ
ビ
ー
キ
ャ
リ
ー
二
千

円
◆

ミ

ル
ト
ン

の
容
器

八
百
円

◆

調

温
ポ
ッ
ト
三
千
円
◆
電
動
搾
乳
器
千

五
百
円
◆
マ
マ
コ
ー
ト
千
円
◆
ベ
ッ

ド

メ

リ

ー

八

百

円

◆

プ

レ

イ

ジ

ム

四

百

円

◆

ハ

イ

ロ

ー
チ

ェ

ア
四

千

円

◆

幼

児

用

ハ

イ

チ

ェ

ア

千

円

◆

三

輪

車

三

百

円

◆

チ

ャ

イ

ル

ド

シ

ー

ト

七

百

円

◆

お

ん

ぶ

だ

っ
こ

ひ

も

九

百

円

・

千

円

◆

歩

行

器

無

料

・
二

千

円

◆

ベ

ビ

ー

バ

ス

無

料

・
千

円

◆

Ｂ

型

ベ

ビ

ー

カ

ー
千

円

・
二

千

円

◆

ベ

ビ

ー

ベ

ッ

ド

無

料

・

五

千

円

◆

ベ

ビ

ー

ラ

ッ

ク

千

円

・
千

五

百

円

〔
ス
ポ
ー
ツ
用
品
・
楽
器
〕
ピ
ア
ノ
無

料

◆

オ

ル

ガ

ン

五

千

円

◆

ウ
ィ

ン

ド

サ

ー

フ

ィ

ン

一

万

円

◆

腰

用

運
動

機

千

五

百

円

◆

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

マ

シ

ン

一
一
千
円

◆
男

性
用

ゴ

ル
フ
セ

ッ
ト
五

千

円
二

組

〔
日
用
雑
賃
〕
洗
濯
用
洗
剤
（
六
百
グ
ラ
ム

×
1
0
バ

ッ
ク
）
千

八
百

円
◆

蓄
圧

式

噴

霧
器
二
千

円
◆

着
物

用
レ

イ
ン
コ

ー
ト

無
料
◆

ペ
ッ
ト
用

サ

ー
ク
ル
千

円
◆

犬
小

屋
五
百

円
◆

折
り

畳
み

式

ハ

シ
ゴ
二
千

円
◆

洋

裁

の
ボ

デ
ィ

無

料
◆

ポ

ー

タ
ブ
ル
ト
イ

レ
二

千
円
◆

百
科

事
典

十

五
巻

・
十
八
巻

各

無
料

◆

ハ
ム

ス

タ
ー
飼
育

カ

ゴ
千

円
二

個

◆

円

形

ク
ロ

ー

ゼ
ッ
ト

ハ
ン

ガ
ー
無

料
◆

網
戸

五
千

円
◆
引

っ
越
し
用

布

団

袋
三
枚

三
百

円
◆

ガ
ス

ス
ト

ー
ブ

（
祁

市

ガ
ス
用

）

五
千

円

◆

ガ
ス
湯

沸

器

（
都

市

ガ
ス
用

）
　一
万

円
◆

ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
三
千
円

申
７
月
２
８
日
火
〔
当
日
消
印
有
効
〕
ま

で

に
、

ハ

ガ
キ

に
希

望
品
名

（
品

物

一
点
に

つ
き

一
人

一
枚
）
　・
価
格

・

住
所

・
氏

名

・
電
話
番

号

（
昼
問

お

勤

め

の
人

は
勤

め
先

の
電

話
番

号

）

を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
-
0
0
7
3
松
戸

市

小
根

本
七

の
八
京

葉

ガ
ス
Ｆ
松
戸

第
ニ

ビ
ル
松

戸
市
消

費
生
活

課

消
費

生
活
係

へ

※
相
手

の
紹

介
は
月

初

め
に
抽
選

し

当
選

者

に
連
絡
し

ま
す

。
紹

介
後

は
自

主
交

渉
に

な
り
ま

す
。

Ｏ
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
７
月
３

日
水
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
（
一
人
三
点
ま
で
）
。
８
月

2
5日
号
に
掲
載
し
ま
す
。
価
格
は
一

万
円
ま
で
で
、
衣
料
品
・
食
料
品
・

自
転
車
な
ど
は
扱
い
ま
せ
ん
。

問
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係
℡
3
6
6
・

7
3
2
9
番

催

し

物

リ

バ

ー

ウ

オ
ッ

チ

ン

グ

’
9
8

8
月
２
日
日
午
前
９
時
馬
橋
駅
西

口
広
場
集
合
、
午
後
４
時
解
散
予
定

内
容
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
適
し
た

市
内
河
川
の
水
質
検
査
ほ
か
（
バ
ス

で
移
動
）
　
定

貝
先
着
五
十
人

持

ち
物
昼
食
　
費
用

無
料

申
７
月
3
1日
金
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
ま

た
は
電
話
で
松
戸
市
西
馬
橋
四
の
二

八
五
武
本
初
子
（
℡
3
4
2
・
0
5
7
4

番
）
へ

東

葛

ま

ち

づ

く

り

交

流

会

８
月

８
口

土

午
後
１

時
～
８

時

会

場

塁

京
理

科
大
学

野
田

キ

ャ
ン

バ

ス
　

内

容
東

葛
区
域

の
「
ま
ち

づ
く

り
」

の
担

い
手

が
初

め
て

一
堂
に

会

し

、
ま
ち

づ
く

り
に

関
す

る
情
報

・

思

想
・
手
法

等

を
学

習
す

る
交
流

会

①
基

調
講

演

（
講
師

＝
千

葉
県
企

業

と
り
ち
が
い
あ
き
お

庁
・
取
違
暁
男
氏
)
②
市
民
ま
ち

づ
く
り
活
動
事
例
発
表
③
展
示
会
④

交

流

パ
ー
テ
ィ

ー

（
希
望
者

の
み

）

費

用
資
料
代

千
円

・
パ
ー
テ

ィ

ー
代

二
千

円

（
参
加

者

の
み
）

申

８
月

１
日

土
ま

で
に

、
電
話

ま
た

は
フ
ァ

ッ
ク

ス
で
松

戸
ま

ち

づ
く
り

交

流
室

（
財
松

戸
市

都
市

整
備
公

社

内
）
　
・
松
岡
℡
3
6
6
・
6
1
1
3
番
、

F
A
X
3
6
6
・
6
1
1
2
番
へ

松

戸

東

ロ

ー

タ

ー

ア

ク

ト

ク

ラ

ブ

「
み

ん

な

で

ワ

イ

ワ

イ

や

ろ

う

よ

」

８

月
９
日
日

午

前
７

時
～

午
後
８

時

会
場

九

十
九

里
白
子

海
岸

内

容
海

水
浴

・
バ

ー
ベ
キ

ュ

ー
　

対
象

十
八
～
三
十
歳
の
人
　
費
用
無
料

申
７
月
2
6
日
日
・
2
7
日
月
の
午
後
８

時
3
0
分
～
1
0
時
の
間
に
、
電
話
で
松

戸
東

ロ

ー

タ
ー
ア

ク
ト

ク
ラ

ブ
・
高

橋
℡
3
6
4
・
3
3
5
9
番
へ

な

か

わ

ぐ

ら

ふ

れ

あ

い

ま

つ

り

７
月
２
日
日
午
前
1
1
時
3
0
分
～
午

後
６

時

〔
雨
天
中

止
〕
　

会
場

中
和

倉
公

園

内

容

フ
リ

ー
マ

ー
ケ
ッ
ト

（
日
用

品
ほ

か
五
十

店
舗
）
・
町

内
対

抗

綱
引

き

・
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー

ム
ほ
か

問
な
か
わ
ぐ
ら
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
実

行
委
員
会
・
小
林
℡
3
4
2
・
8
4
4
8

番喜

楽

家

現

代

国

際

巨

匠

絵

画

展

８
月

１
日

土
～
３
日

月

午
前
1
0
時

～
午
後

７
時

会
場

プ
ラ

ザ

ペ
イ

ア

ン

（
柏

市
）
　

費
用

無

料

喜
楽
家
℡
3
4
4
・
9
9
5
1
番
（
月

曜
日
を
除
く
午
前
９

時
～
午
後
５

時
）

創
業

及

び

新

分

野

進
出

支

援

相

談
会７

月
3
0
日
木
午
後
１
時
～
３
時

会
場

松

戸
商
工
会
議
所
　
講
師
中
小

企
業
診
断
十
・
川
井
洋
氏

対
象
脱

サ
ラ
な
ど
に
よ
り
独
立
を
考
え
て
い

る
人
・
新
し

い
事
業
分
野
へ
進
出
を

予
定
し
て
い
る
人
　
相
談
内
容
開
業

の
基
礎
知
識
・
公
的
な
支
援
策
・
市

内
の
産
業
動
向
ほ
か

※
要
予
約

申
電
話
で
松
戸
商
工
会
議
所
指
導
一

課
℡
3
6
4
・
3
1
1
1
番
へ

ス

ポ
ー
ツ

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル
教

室

８
月
１
日
土
・
2
2日
土
の
各
午
前

９
時
～
午
後
１
時
〔
全
二
回
〕
　
会

場
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
定
員
先

着
五
十
人
　
持
ち
物
グ
ロ
ー
ブ
　
費

用
無
料

申
７
月
2
7
日
月
か
ら
、
電
話
ま
た
は

直
接
ス
ポ
ー
ツ
課
℡
3
6
3
・
9
2
4
1

番
へ

市

民

混

合

ダ

ブ

ル

ス

テ

ニ

ス

大

会

９
月

６
日
日

、
1
0月
2
5
日
日

午

前

８

時
4
0分

集
合
　

会
場

栗
ケ

沢
公

園

庭
球

場

対
象

市
内

在

住

・
在

勤
者

種
目

一
般
混

合

ダ
ブ
ル

ス
、

家
族
混

合
ダ
ブ
ル
ス
、
ぺ
ア
の
合
計
年
齢
が

九
十
歳
・
百
十
歳
・
百
二
十
歳
以
上

（
男
性

同
士

は
不
可

、
一
人

一
種
目

に

限

る
）
　

費
用

一
組
千

五

ぼ
円

※
申
込
用

紙

・
大
会
要

綱

は
九
十

円

切
手

を
張

っ
た
返

信
用

封
筒

を
同

封
し

て
請

求
を

。

８
月
1
4
日

金

〔
必
着
〕

ま

で
に

、

所
定
の
申
込
用
紙
で
〒
2
7
0
-
8
6
9
1

松
戸
北
郵
便
局
私
書
箱
一
二
号
松

戸

市

テ
ニ
ス

協
会

へ

問
松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会
・
平
木
℡
F
A
X

3
3
0
・
4
1
1
2
番

夏

季
市

民

ソ

フ

ト
テ

ニ

ス

大

会

８
月
3
0
日
日
午
前
８
時
3
0
分
受
け

付
け

会
場
栗

ケ
沢
公

園
庭
球
場

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・
在

ク
ラ
ブ
の
人
　
種
目
男
女
Ａ
～
Ｄ
ラ

ン
ク
別
と
四
十
五
歳
以
上
（
ラ
ン
ク

を
必
ず
記
入
）
と
小
学
生
　
ル
ー
ル

国
際
ル
ー
ル
　
費
用
一
チ
ー
ム
二
千

円
・
小
学
生
千
円

申
８
月
1
4日
金
ま
で
に
、
所
定
の
振

込
用
紙
で
松
戸
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連

盟
・
小
倉
（
℡
3
4
5
・
0
8
9
9
番
）
へ

ゴ

ー

ル

デ

ン

テ

ニ

ス

大

会

９

月
９
日

水
午
前

９
時

集
合

〔
雨

天

順

延
〕
　

会
場

牧

の
原

テ
ニ

ス
コ

ー
ト
　

対
象
市

内
在

住

・
在

リ

ー
グ

で
数
え

年

八
十
歳
以

上

の
男

性

と
七

十
歳
以

上

の
女
性
　

内

容
リ

ー
グ
戦

（
パ
ー
ト
ナ
ー
は
抽
選
）
　
費
用
一
人

二
千
円

（
保
険

料
を
含

む
）

申
８

月
3
1
日
月

〔
必
着

〕
ま

で
に

、

ハ

ガ
キ

に
住
所

・
氏
名

・
性
別

・
電

話
番

り

・
生
年
月

日
を

記
入
し

て
、

〒
2
7
1
-
0
0
7
3
松
戸
市
小
根
本
一

五

九
の
三

フ
レ

ッ
シ
ュ

テ
ニ

ス
ク

ラ

ブ
・
室
谷
邦
雄
（
℡
3
6
2
・
7
2
5
0

番

）
へ

オ

ー

バ

ー
フ

オ
ー
テ

イ

ー
バ

レ

ー
ボ

ー
ル

大

会

９
月
６
日
日
午
前
９
時
か
ら
　
会

場
小
金
原
体
育
館
　
対
象
９
月
６
日

現
在
、
満
四
十
歳
以
上
の
家
庭
婦
人

費
用
一
人
六
百
円

申
７
月
3
1日
金
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
-
0
0
5
1

松
戸
市
馬
橋
二
三
四
六
松
戸
市
家

庭
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
苅
部

徳
子
（
℡
3
4
1
・
5
4
7
8
番
）
へ

夏

快

適

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

体

操

８

月
４

日
～
2
5
日

の
火

・
木

・
土

曜

日
〔
1
3日

・
1
5日

を
除
く

全
八

回
〕
、

午
前
９
時
3
0
分
～
1
1
時
会
場
運
動

公

園
小

体
育

室

定

員
先

着
六
十

人

費
用
二
千

百
円

（
保

険
料

を
含
む

）

申
当
日

会
場

で

問
健
康
体
操
連
盟
・
梶
野
℡
3
4
2
・
2

6
0
2

番

（
午
後

７
時
以

降
）

初
心

者

バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ

ー
ル

教

室
８
月
1
0日
月
～
1
2日
水
の
各
午
後

３
時
3
0
分
～
５
時
〔
全
三
回
〕
　
会

場
運
動
公
園
体
育
館
　
対
象
中
学
生

以
上
　
定
員
先
着
四
十
人
　
費
用

無

料
７
月
2
7
日
月
か
ら
、
電
話
ま
た
は

直
接
ス
ポ
ー
ツ
課
℡
3
6
3
・
9
2
4
1

番
へ

常盤平老人福祉センター映画会

日　時 内　容

7/29 水

午前10時
敦煌　出演：西田敏行 、三田佳子、

佐藤浩市、原田大二郎

午後1時30分
びっくり武士道　出演:萩本欽一 、

坂上二郎、森田健作、岡崎有紀

7/30 木 午前10 時
藏　出演：松方弘樹、浅野ゆう子、

一色紗英、朝丘雪路

会場常盤平老人福祉センター　対象市内在住の60 歳以

上の人　費用無料

常盤平老人福祉センクー℡386-0201 番



' ◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関(待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

……℡366 ―0010 番

平日 午後4 時30 分～翌日午前9時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所 …℡368-3756 番

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

……℡365-3430 番

衛生会館内　午後８時～11 時

広報ま つ ど1998 年(平成10年)7月25日

見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝

期日 内　容（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

7/26日 人形劇「ふたりの王子」☆ 13:3

0

松戸カッパ友の会　　℡368-2290番

29 水
県立鎌ケ谷高等学校・県立小金高等学校

吹奏楽部合同演奏会
12：00

県立鎌ケ谷高等学 校

℡0474-44-2171 番

8/ 2 日 歌と踊りの祭典☆ 11:00
歌と踊りの祭典実行委員会

℡364-9940 番

9日 松戸市民吹奏楽団ファミリーコンサート 14:00 松戸市民吹奏楽団　 ℡385-6395 番

16日

スリランカの劇「ラージャ　カプル」☆ 14:30
スリランカの人権を守る学生の会

℡330－6795番

19水 第9回松戸市平和コン サート 15:00 市総務部総務課　　　℡366－73005番

※月曜日は休館

市 民会 館改 修工 事 のた め下記 の期 間は休 館 となり ます

ホール 棟 …8 月20 日木～10 月31 日土

会 議棟 ・プ ラ ネタリ ウム …10 月20 日火 ～11 年3 月31 日 水

期日 内　容（☆印は有料） 開演時間問い合わせ先

7/26日

㈱伊藤楽器ピアノ発表会

11:00

伊藤賢二　　　　　 ℡348-0111 番
28 火

29 10:00

31金 11:00

8/ 7 金 ライブコンサート 16:30 長崎幸広　　　　　 ℡348-5145 番

9 日
ピアノとシンセサイザーによる世界の音

楽☆
18:00 谷中初江　　　　　　℡343-8358 番

22 土 ピアノ発表会 14:30 松井保子　　　　　　℡363-7517 番

※月曜日は休館

期　日 内　容（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

大
ホ

｜ル

8/ 2日
広瀬和子バレエ研究所発表会

～コッペリアほか小品～
15:00 広瀬和子バレエ研究所　℡341-8982番

9日
劇団東少公演「アルプスの少女・八

イジ」☆
14:00 財松戸市文化振興財団　℡384－5050 番

小
ホ－
ル

7/29 水

8/ 1 土

ダンス発表会　1部＝ダンスコレク

ション　2 部＝作品「女盗賊」☆
19:30

DANCING　SCUBA　TELEVISION

℡346-0044 番

ジャズダン スワークショップ １ 18:00 曽田富美子　　　℡043-486-3019 番

2日
フアミリ－のための名曲コンサート

｢リトル・ピアノコンサート｣
13:00

松戸クラシック音楽を楽しむ会

℡362-3775 番

8土
エトワール・バレエシアター松戸

教室10周年記念発表会
15:00

エトワール・バレエシアター松戸教室

℡364-4231 番

18 火 第7回ちば音楽コンクール 10:30 千葉日報社　　　 ℡043－227 －0055 番

22 土 ハワイアン ・力－ニバル 13:30 神崎房雄　　　　℡0471-75-1770番

期間 8/6 木まで 8/7金～20木 8/21 金～9/3 木

東
第2回プリマペラスケッチ展

佐藤℡385 ―6793 番

土曜スケッチ会水彩画展

問志村℡387-5823 番

無農薬農作物写真展

中井℡348-3656 番

西
松戸文化写真会写真展

問神田℡387-2865番

「自然との出会い」写真展

戸張℡386－7034 番

華墨会水墨画展

問布目℡343－7430番

期　　間 内　　　容

展

示

8/4 火～ ９日 「ひょうたん展」　松戸瓢箪村

11 火～16日 「野鳥と遊ぶ展」　井上忠司氏

「森のかくれんば（写真展）」　水上道子氏18 火～29 土

18火～30日 「森の木版画」　藤倉増子氏

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

8/ 2(日午 後3時～4 時 季節の見どころ歩き　講師パークセンター職員

8土午前10時～11時30分 昆虫ウオッチング　講師自然解説員・前園泰徳氏

申当日パークセンターで（先着25人）費用無料　※雨天中止

相

談

毎週水・土･日曜日と祝日午前10時

～正午 午後1 時～午後3時30 分

みどりの相談員による花や緑に関する相談

(電話でも受け付けます)

開館時間…午前9時～午後6時（月曜休館）　※8/21金からは午後4時30分まで

期　間 内　　　容

8/1 土～30(日午後1時

15分・3時15分から上

映（土・日・祝日は午

前11時からも上映)

ハイビジョン映像「いのち輝け地球／川は生きている」＜上映時間20分＞

9月…「ハイビジョンで見る古代史の謎」＜上映時間30分＞

会場講堂　観覧無料

9/23 祝まで
館蔵資料展「新収蔵資料展」　内容開館以降収集し た館蔵資料を展示公開

会場企画展示室　費用無料

8/6木・９日・15土

午後2時～2時50 分

(午後1時50 分開場)

映像でみる昭和の記録

8/ 6 木「これがヒロシマだ／［原爆の絵］アメリカをゆく」

9日「生きて虜囚の辱めを受けず／オーストラリア・カウラ事件」

15土「三線に［平和への祈り］をきく／沖縄・屋嘉収容所」

会場講堂　定員当日先着80人　費用無料

休館日月曜日（祝日は開館し 、翌日休館）・第4金曜日・年末年始（12/28 ～1/4 ） 開館時間午前

9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで）常設展観覧料　一般300円(240円）・高大学生150円

（100 円）・小中学生100 円（60円）〔（　）内は団体料金/20 人以上〕

※毎月第2・第4土曜日は小中学生の観覧は無料です。

ガィドツア－（展示解説）…毎日午前10時・午後2時から30 分間（参加者は観覧料が必要です）

期　間 内　　容 問い合わせ先

7/29 水まで 松戸市小中学 校児童生徒席書展 教育委員会指導課　　　　 ℡366 －7458 番

8/ 2日 まで 平和ポスタ－・パネル展 市総務部総務課　　　　　℡366－7305番

8/ 4火～９(日) 松戸美術連絡協議会合同展 松戸美術連絡協議会　　　 ℡388 －4000 番

25 火～30日 レンガの会スケッチ展 レンガの会　　　　　　　 ℡362-6576 番

開館時間…午前10時～午後6時　※月曜日は休館

期　間・催し物 内　　　容

9/27日 まで

徳川慶喜と写真

徳川慶喜は 、幕末の時期から写真に深い関心を寄せ 、数々の写真を

撮影さ せました。明治になると、アマチュアカメラマンとし て自ら貴

重な写真を撮影しています。弟・昭武の写真と併せて 、それらの作品

を展観します。

入館時間…午前9時30分～午後４時30分（月曜日は休館。ただし、祝日は開館し翌日休館）

入館料…－般60 円、高大学生40 円、小中学生20 円

※毎月第２・４土曜日は小中学生の観覧は無料です。

松戸市の市外局番は０４７番です。

健康保険証をお忘れなく

市民会館

市民劇場

368-1237番

368-00703

戸定歴史館 362-2050番

文化ホールギャラリー 367-7810番

博物館 384-8181番

森のホール21 384-5050番

366-7462番市社会教育課松戸駅市民ギャラリー

21 世紀の森と広場パークセンター 345-8900 番

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 問 相談 名 期　 日 時　 間 会　 場 問

交通事故
月～金曜日

午前9時～午後5時
市民相談室

市民相談室

※金銭問題

の相談も行

います

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺ-ﾅ- 千葉県
地方法
務局松
戸支局
市援護
課庶務
係

市政･一般 午前8時30分～午後5時 3(月) 馬橋支 所

4火 六実支 所
法律相談

(予約制)

毎週月･火･木曜日 午後1時～5時

市
役
所
相
談
コ

｜ナ

｜

4火 小金支 所
第1 月曜日 午前9時～正午

5水 常盤平支所
税務相談 第2金曜日 午後1時～5時

5水 新松戸市民センター

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分 6木 小金原市民センター

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(℡363-6278番)でも行っています。

住宅相談 毎週水曜日 午前10時～午後4時
心

配

ごと 相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ
℡社

368会
・福
Ｏ祉
５協
Ｏ議
３会
番

外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午 3(月) 馬橋支 所

住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3木曜日 午前10時～午後4時 住宅課 4火 六実支 所

4火 小金支 所
労働相談 第1・第3月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係 5水・19水 常盤平支所
※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(℡361-4089番)でも行っています。

5水・19水 新松戸市民ｾﾝﾀ ー

巡

回

年

金

相

談

4火

午前10時～午後3時

常盤平支所 ※ 国

課
左 民

へ 記 年
以 金

外 課
の相

談は国 民
年
金

6木・20木 小金原市民センター

7金 小 金 支 所

ゆ う ま つ ど

こ ころの相 談

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女 性 セ ン タ －

（ 相 談 室 直 通 ）

℡363-0505 番

11火 小金原支所 第2～第4木曜目

13木 馬 橋 支 所 第1木曜日 午後2時～8時

18火 六 実 支 所 女 性就業相 談 火･ 金曜日 午前10時～午後4時

21金 新松戸支所
女性 パ ート

労 働 相 談
4火

午後1時30分～

4時30分

女 性 セン タ －

℡364－8778 番
25火 矢 切 支 所 就 学相談( 予約制)

月～金曜日
午前9時～正午・

午後１時30分～4時30分
教 育 研 究 所

℡366 一7461 番28金 東 部 支 所 教 育相談( 予約制)

消費生活相談 月～金曜日 午前9時～午後4時
消費生活センター

℡365-6565 番
青少年相 談( 電 話)

月～金曜日

午前8時30分～

午後4時30分

少 年 セン タ ー

℡363-7867 番

育 児 相 談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)
月～金曜日 午前8時30分～午後５時

北 松戸 保 育 所

℡367-4646 番

青少年相 談( 来所)

〔予約制 〕
午前9時～午後5時

少 年 セン タ ー

℡366-7464 番

救急医療体制
お気軽にご相談ください ８月の相談あんない

※相談はすべて無料です|
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